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本
稿
は
、
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
公
民
制
の
整
備
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
に
し
た
。
こ
の

時
期
は
、
旧
来
の
国
造
制
度
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
成
立
す
る
国
郡
制
へ
の
転
換
期
に
相
当
す
る
。

部
民
集
団
を
母
体
と
す
る
五
十
戸
は
必
ず
し
も
部
名
五
十
戸
と
表
記
す
る
と
は
限
ら
ず
、
反
対
に

非
部
名
五
十
戸
の
ミ
ヤ
ケ
系
列
も
国
造
や
渡
来
系
の
人
間
集
団
を
前
提
に
組
織
し
て
い
た
。
非
部
名

五
十
戸
だ
か
ら
領
域
的
で
あ
る
と
い
う
単
純
な
議
論
は
成
立
し
な
い
。
ま
た
、
五
十
戸
に
は
課
税
単

位
の
性
格
が
強
く
、
律
令
制
下
の
よ
う
に
戸
口
全
体
の
把
握
は
ま
だ
不
要
で
あ
り
、
評
と
五
十
戸
の

行
政
的
な
重
層
性
は
、
当
初
は
弱
か
っ
た
。

大
化
期
の
政
策
は
、
豪
族
が
己
民(

部
曲)

を
置
い
て
駆
使
し
て
い
る
と
の
現
状
認
識
に
対
し
て

「
子
代
」
と
「
部
曲
」
を
合
わ
せ
た
「
品
部
」
全
体
を
国
家
民
と
す
る
理
念
が
宣
言
さ
れ
た
が
、
具

体
的
政
策
は
子
代
か
ら
の
仕
丁
の
献
上
に
よ
る
「
国
家
民
」
化
だ
け
で
あ
り
、
豪
族
部
名
を
付
せ
ら

れ
た
「
部
曲
」
の
王
民
化
は
、
天
智
期
に
お
け
る
民
部
・
家
部
の
設
定
ま
で
遅
れ
、
そ
の
内
容
も
数

量
的
把
握
と
限
定
に
す
ぎ
ず
、
名
目
的
な
仕
丁
や
戸
別(

男
身)

の
調
に
留
ま
り
、
王
族
や
豪
族
の

有
す
る
権
益
は
あ
ま
り
変
化
せ
ず
、
天
武
期
以
降
の
部
曲
廃
止
に
お
い
て
公
民
制
へ
の
転
換
が
可
能

と
な
っ
た
。

甲
子
の
宣
に
よ
り
、
中
央
氏
族
の
「
甲
子
年
諸
氏
系
譜
」
認
定
と
、
大
氏
・
小
氏
と
伴
造
等
の
民

部
家
部
＝
部
曲
は
、
氏
別
に
ま
と
め
ら
れ
、
庚
午
年
籍
と
は
補
完
的
に
扱
わ
れ
た
。
中
央
・
地
方
の

氏
別
編
成
を
除
外
し
た
し
た
と
こ
ろ
で
、
課
税
単
位
と
し
て
の
五
十
戸
編
成
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い

う
二
元
的
な
編
成
で
あ
り
、
領
域
的
な
編
戸
と
し
て
は
不
十
分
な
段
階
で
あ
っ
た
。

庚
午
年
籍
に
お
い
て
全
国
化
し
た
旧
部
民
・
ミ
ヤ
ケ
系
人
民
の
五
十
戸
編
成
の
例
外
な
も
の
は
、

中
央
・
地
方
の
氏
だ
け
で
な
く
、
白
村
江
の
敗
戦
以
降
に
お
け
る
戦
時
体
制
の
構
築
に
お
い
て
同
様

な
義
務
的
負
担
を
課
さ
れ
た
王
子
宮
や
寺
社
な
ど
も
対
象
で
あ
っ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
五
十
戸
、
公
民
制
、
甲
子
の
宣
、
庚
午
年
籍
、
部
曲

は
じ
め
に

❶
公
民
制
の
成
立
過
程

❷
食
封
と
造
籍

お
わ
り
に

七
世
紀
後
半
に
お
け
る
公
民
制
の
形
成
過
程

T
he Form

ation P
rocess of the Subject System

 in the Second H
alf of the Seventh Century

N
IT

O
 A

tsushi

仁
藤
敦
史

﹇
論
文
要
旨
﹈



262

国立歴史民俗博物館研究報告
第 178集 2013年 3月

は
じ
め
に
―
官
家
の
多
様
性

本
稿
は
、
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
公
民
制
の
整
備
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
を
課
題

に
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
旧
来
の
国
造
制
度
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
成
立
す
る
国

郡
制
へ
の
転
換
期
に
相
当
す
る
。
通
説
的
理
解
に
よ
れ
ば
、国
造
は
郡
司
へ
転
換
し
、

国
造
の
ク
ニ
は
、
再
編
さ
れ
て
令
制
国
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
郡
司
に
採
用
さ
れ
た
の
は
国
造
だ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
広
域
行
政
区
画
と

し
て
の
大
宰
総
領
の
細
分
化
と
し
て
、
令
制
国
が
成
立
し
た
側
面
は
等
閑
視
さ
れ
て

き
た
。
と
り
わ
け
国
郡
制
成
立
の
前
提
に
は
、
全
国
的
か
つ
均
質
な
編
戸
が
不
可
欠

で
あ
る
が
、
天
武
四
年
の
部
曲
の
廃
止
以
後
に
可
能
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
論
点
を

念
頭
に
置
い
て
当
該
期
の
再
編
過
程
を
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、
大
化
前
代
に
複
数
の
支
配
系
列
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
伴
造
と
尊
長
（
所

属
の
首
長
＝
国
造
、
中
央
で
は
有
力
豪
族
）
と
い
う
上
訴
の
二
系
統
が
存
在
し
た
こ

と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
）
1
（

。

『
日
本
書
紀
』
大
化
元
年
八
月
庚
子
是
日
条

是
日
設
二
鍾
・
匱
於
朝
一
而
詔
曰
、
若
憂
訴
之
人
、
有
二
伴
造
一
者
、
其
伴
造
先
勘

当
而
奏
。
有
二
尊
長
一
者
、
某
尊
長
先
勘
当
而
奏
。
若
其
伴
造
・
尊
長
、
不
レ
審

レ
所
レ
訴
、
收
レ
牒
納
レ
匱
、
以
二
其
罪
一
々
之
。

訴
え
る
人
は
伴
造
が
い
れ
ば
、
そ
の
伴
造
が
判
断
し
て
奏
上
せ
よ
と
あ
り
、
ま
た
所

属
の
首
長
が
い
れ
ば
、
彼
が
判
断
し
て
奏
上
せ
よ
と
あ
る
。「
伴
造
・
尊
長
」
と
併

称
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
の
系
統
に
支
配
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆

す
る
。
同
日
条
に
は
「
国
家
所
有
公
民
」「
大
小
所
領
人
衆
」
と
い
う
併
称
も
あ
り
、

「
伴
造
・
尊
長
」
と
対
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、「
国
家
所
有
公
民
」
は
伴
造
・
部
民
系
列
、「
大

小
所
領
人
衆
」
と
は
、
大
小
の
規
模
が
存
在
す
る
、
そ
の
他
の
有
力
諸
氏
・
国
造
系

列
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
伴
造
配
下
の
民
は
王
権
に
直

属
し
た
王
民
と
さ
れ
て
い
た
が
、
王
権
と
は
相
対
的
に
独
立
的
な
民
衆
（
諸
氏
や
国

造
配
下
の
民
）
も
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
国
造
と
県
稲
置
（
ミ
ヤ
ケ
）
の

関
係
は
、

『
隋
書
』
東
夷
倭
国
伝

有
二
軍
尼
一
百
二
十
人
、一
猶
如
二
中
国
牧
宰
。一
八
十
戸
置
二
一
伊
尼
翼
、一
如
二
今
里

長
一
也
。
十
伊
尼
翼
、
属
二
一
軍
尼
。一

と
あ
る
よ
う
に
、「
軍
尼
百
二
十
人
―
伊
尼
翼
十
人
―
八
十
戸
」
と
い
う
体
制
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
全
国
画
一
的
な
制
度
で
は
な
く
、「
武
蔵
国
造

―
横
渟
・
橘
花
・
多
氷
・
倉
樔
の
四
屯
倉
（
県
稲
置
）」
と
い
う
よ
う
に
、
畿
内
や

王
権
の
意
向
が
強
く
反
映
し
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
、一
部
に
国
造
―
稲
置
（
ミ
ヤ
ケ
）

の
体
制
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
軍
尼
や
伊
尼
翼
が
人
数
で
記
載
さ
れ

て
い
る
点
も
行
政
の
上
下
単
位
と
い
う
よ
り
も
人
格
的
な
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

国
造
と
稲
置
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
成
務
紀
に
、
国
郡
に
造
長
、
県
邑
に
「
稲
置
」

を
置
く
と
あ
り
）
2
（

、
允
恭
紀
に
も
「
闘
鶏
国
造
」
の
姓
を
貶
し
め
て
「
稲
置
」
と
し
た

と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
に
よ
れ
ば
）
3
（

、
国
造
よ
り
も
下
位
の
県
邑
を
単
位
と
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。

さ
ら
に
大
化
二
年
の
「
東
国
国
司
詔
」
に
は
）
4
（

、
異
な
る
管
理
系
統
の
馬
が
見
え
る
。

す
な
わ
ち
、
国
造
系
列
の
「
国
造
之
馬
」、
ミ
ヤ
ケ
系
列
の
「
田
部
之
馬
」（
皇
極
紀

に
は
「
深
草
屯
倉
」
の
馬
も
見
え
る
）
5
（

）、
部
民
（
名
代
子
代
）
系
列
の
「
湯
部
之
馬
」

が
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
東
国
国
司
は
国
造
系
列
の
「
部
内
之

馬
」
の
み
を
使
用
可
能
で
、
他
の
系
列
の
馬
を
徴
発
し
た
国
司
た
ち
は
罰
せ
ら
れ
て

い
る
。

ま
た
、『
日
本
書
紀
』
大
化
元
年
八
月
庚
子
条
に
よ
れ
ば
、
東
国
国
司
に
対
す
る

命
令
と
し
て
、
国
造
・
伴
造
・
県
稲
置
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
祖
の
時
代

か
ら
「
官
家
」
を
委
任
さ
れ
て
「
郡
県
」
を
治
め
て
き
た
と
の
虚
言
は
、
実
状
を
調

べ
た
う
え
で
な
け
れ
ば
採
用
す
る
な
と
さ
れ
て
い
る
）
6
（

。

『
日
本
書
紀
』
大
化
元
年
八
月
庚
子
条
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若
有
二
求
レ
名
之
人
、一
元
非
二
国
造
・
伴
造
・
県
稲
置
、一
而
輙
詐
訴
、
言
下
自
二
我

祖
時
、一
領
二
此
官
家
一
治
中
是
郡
県
、上
汝
等
国
司
不
レ
得
三
随
レ
詐
便
牒
二
於
朝
。一

審
得
二
実
状
一
而
後
可
レ
申
。

こ
こ
で
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
国
造
だ
け
で
な
く
制
度
的
に
異
な
る
伴
造

（
部
民
制
）・
県
稲
置
（
ミ
ヤ
ケ
制
）
が
歴
史
的
に
官
家
（
貢
納
奉
仕
の
拠
点
）
を
領

し
た
と
認
識
さ
れ
、
そ
の
実
績
が
評
造
や
五
十
戸
造
と
い
っ
た
新
た
な
官
家
候
補
者

（
官
家
ミ
ヤ
ケ
の
一
種
と
し
て
の
評
家
コ
ホ
リ
ノ
ミ
ヤ
ケ
と
五
十
戸
家
サ
ト
ノ
ヘ
イ
）

の
選
定
の
前
提
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
）
7
（

。前
代
の
国
造
制
だ
け
で
な
く
、

部
民
制
や
ミ
ヤ
ケ
制
と
の
連
続
性
、
お
よ
び
こ
れ
ら
前
代
的
制
度
の
止
揚
に
お
い
て

評
・
五
十
戸
制
が
構
想
さ
れ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
評
・
五
十
戸
制
は
多
様
な

前
代
的
制
度
の
統
合
的
側
面
に
お
い
て
そ
の
新
し
さ
を
評
価
で
き
る
が
、
そ
れ
が
大

き
な
抵
抗
な
く
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、人
間
集
団
と
貢
納
奉
仕
の
拠
点
と
し
て
の「
官

家
」
を
一
対
一
に
結
び
付
け
る
と
い
う
旧
来
か
ら
の
基
本
的
な
原
理
を
変
更
し
な

か
っ
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
が
、
旧
来
か
ら
の
連
続
性
で
あ
り
、
領
域
的
か
つ
均
質
的

な
支
配
を
指
向
す
る
国
郡
里
制
と
の
大
き
な
質
的
差
違
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
前
代

的
制
度
が
有
し
た
官
家
の
多
様
性
を
前
提
に
、
こ
れ
を
課
税
単
位
と
し
て
の
評
な
い

し
五
十
戸
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
評
・
五
十
戸
制
と
郡
郷
里
制
と
の
大
き
な
違
い
は
、
当
初
は
同
じ
造
姓

に
よ
り
、
国
造
・
評
造
・
五
十
戸
造
が
階
層
的
な
差
違
が
な
く
併
存
す
る
こ
と
で
あ

り
）
8
（

、
飛
鳥
京
木
簡
に
お
い
て
は
、
評
＋
五
十
戸
段
階
よ
り
某
部
五
十
戸
が
一
段
階
古

い
こ
と
）
9
（

、
か
つ
貢
納
責
任
者
た
る
五
十
戸
造
）
10
（

、
氏
族
的
な
評
君
な
ど
の
特
徴
を
重
視

す
る
な
ら
ば
、
人
間
集
団
へ
の
課
税
単
位
と
し
て
評
と
五
十
戸
は
併
存
し
、
行
政
組

織
の
重
層
性
は
本
来
は
弱
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
。
こ
れ
が
国
―
評
―
五
十
戸
へ
と

重
層
的
な
編
成
と
し
て
全
国
的
に
転
換
す
る
の
は
、木
簡
表
記
を
尊
重
す
る
な
ら
ば
、

庚
午
年
籍
お
よ
び
中
央
氏
族
を
対
象
と
し
た
先
行
す
る
同
質
の「
甲
子
年
諸
氏
系
譜
」

（
後
述
）
を
前
提
に
、
部
曲
を
廃
止
し
た
天
武
四
年
以
降
と
考
え
ら
れ
る
）
11
（

。

❶
公
民
制
の
成
立
過
程

【
五
十
戸
制
の
変
遷
】

木
簡
の
表
記
に
よ
れ
ば
、
評
の
用
字
は
大
宝
令
ま
で
変
化
し
な
い
が
、
下
部
組
織

の
五
十
戸
は
、
天
武
朝
以
前
は
「
五
十
戸
」、
持
統
朝
以
後
は
「
里
」
と
い
う
用
字

変
化
が
確
認
さ
れ
て
い
る
）
12
（

。
従
来
は
、
天
智
朝
以
前
の
五
十
戸
表
記
に
は
部
名
が
多

く
、
天
武
期
以
後
に
地
名
（
非
部
名
）
の
五
十
戸
表
記
が
多
い
こ
と
か
ら
、
天
武
四

年
の
部
曲
廃
止
に
よ
り
部
民
的
集
団
か
ら
領
域
的
な
里
に
再
編
さ
れ
た
と
考
え
る
説

が
有
力
で
あ
っ
た
）
13
（

。
と
こ
ろ
が
、
天
智
期
に
も
「
大
山
五
十
戸
」
の
よ
う
な
非
部
名

の
五
十
戸
表
記
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
こ
う
し
た
一
元
的
な
転
換
を
批
判

し
て
天
武
四
年
以
前
か
ら
非
部
名
の
領
域
的
五
十
戸
も
存
在
し
た
と
の
議
論
が
提
起

さ
れ
て
い
る
）
14
（

。

大
化
前
代
に
は
「
国
家
所
有
公
民
」（
伴
造
・
部
民
系
列
と
ミ
ヤ
ケ
系
列
）
15
（

）
と
「
大

小
所
領
人
衆
」（
諸
氏
・
国
造
系
列
）
と
い
う
複
数
の
支
配
系
列
が
存
在
し
、
五
十

戸
に
も
本
来
的
に
、
部
民
系
と
ミ
ヤ
ケ
系
と
い
う
二
系
列
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、

部
名
と
非
部
名
の
差
違
は
こ
の
よ
う
な
違
い
と
し
て
理
解
で
き
る
。
人
間
集
団
と
貢

納
奉
仕
の
拠
点
の
対
応
と
い
う
基
本
的
に
同
じ
原
理
の
二
つ
の
系
統
と
理
解
す
る
な

ら
ば
）
16
（

、
ミ
ヤ
ケ
や
国
造
の
民
も
部
民
と
同
じ
く
人
格
的
な
関
係
を
前
提
と
し
て
い
る

の
で
、非
部
名
五
十
戸
だ
か
ら
領
域
的
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

実
例
を
示
す
な
ら
ば
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
里
名
に
よ
れ
ば
、
部
民
的
な
系
譜
を

引
く
里
名
は
、
表
面
上
多
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
餝
磨
郡
漢
部
里
・
揖
保
郡

部
里
・

神
前
郡
的
部
里
な
ど
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
部
を
省
略
し
た
餝
磨
郡
伊
和

里
（
伊
和
部
）・
賀
毛
郡
起
勢
里
（
巨
勢
部
）・
穗
積
里
（
穂
積
部
）・
宍
禾
郡
石
作

里
（
石
作
部
）
を
含
め
、
さ
ら
に
餝
磨
郡
安
相
里
（
沙
部
）・
少
川
里
（
私
部
）・
安

師
里
（
神
戸
）・
揖
保
郡
越
部
里
（
皇
子
代
）・
少
宅
里
（
漢
部
）・
宍
禾
郡
比
治
里
（
山

部
）・
安
師
里
（
山
守
里
・
山
部
）
な
ど
の
里
は
、
表
面
上
は
部
名
に
基
づ
か
な
い
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非
部
名
里
に
分
類
さ
れ
る
が
、
説
話
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
部
名
里
に
起
源
を
有
し
た

こ
と
は
容
易
に
判
断
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
里
名
が
何
時
改
称
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、

風
土
記
に
は
必
ず
し
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
庚
寅
年
籍
に
お
い
て
部
名
里
か
ら

地
名
里
に
変
更
さ
れ
た
事
例
は
、
餝
磨
郡
私
里
↓
少
川
里
、
揖
保
郡
皇
子
代
里
↓
越

部
里
、
揖
保
郡
漢
部
↓
少
宅
里
の
三
例
が
知
ら
れ
る
。
部
名
里
か
ら
地
名
里
へ
の
最

終
的
な
転
換
は
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
以
前
に
も

孝
徳
期
に
宍
禾
郡
比
治
里
（
山
部
）
が
成
立
し
、
天
智
期
の
国
宰
道
守
臣
の
時
に
、

鹿
来
墓
が
揖
保
郡
香
山
里
、
庚
午
年
籍
の
時
に
伊
和
か
ら
宍
禾
郡
石
作
里
、
総
領
石

川
王
の
時
に
握
村
か
ら
揖
保
郡
広
山
里
へ
、
国
宰
田
中
大
夫
の
時
大
宮
里
か
ら
揖
保

郡
大
宅
里
へ
と
改
称
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
天
武
十
年
以
前
の
五
十
戸
制

段
階
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
天
武
四
年
の
部
曲
廃
止
以
前
に
お
い
て
も
地
名
里
へ
の
変

更
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
木
簡
に
お
い
て
部
名

五
十
戸
と
非
部
名
五
十
戸
の
違
い
に
よ
り
質
的
に
区
分
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
有
名
な
下
総
国
大
嶋
郷
戸
籍
は
孔
王
部
集
団
を
組
織
し
て
い
る

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、仮
に
非
部
名
五
十
戸
へ
の
改
称
（
孔
王
部
↓
大
嶋
）
が
、

『
播
磨
国
風
土
記
』
の
実
例
の
よ
う
に
、
里
制
施
行
よ
り
も
早
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
部
民
集
団
と
し
て
の
本
質
を
「
大
嶋
五
十
戸
」
の
よ
う
な
表
記
か
ら
判
断
す
る

こ
と
は
難
し
く
な
る
。
部
民
集
団
を
母
体
と
す
る
五
十
戸
が
、
必
ず
し
も
部
名
五
十

戸
と
表
記
せ
ず
、
里
制
施
行
以
前
か
ら
非
部
名
（
地
名
）
五
十
戸
で
表
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
め
る
な
ら
ば
、
非
部
名
（
地
名
）
五
十
戸
が
領
域
的
支
配
の
指
標
に
は

必
ず
し
も
な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

一
方
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
里
名
に
は
、
ミ
ヤ
ケ
系
の
里
名
も
存
在
す
る
。
美

囊
郡
志
深
里
（
屯
倉
・
御
宅
村
）、
神
前
郡
川
辺
里
（
三
家
人
）、
印
南
郡
益
気
里
（
御

宅
）、
餝
磨
郡
（
飾
磨
御
宅
・
五
国
造
田
）、
揖
保
郡
越
部
里
（
三
宅
）・
枚
方
里
（
漢

人
・
田
部
）・
大
家
（
宅
）
里
（
千
代
勝
部
）・
大
田
里
（
呉
勝
）
な
ど
が
あ
る
。
こ

ち
ら
は
、
当
初
か
ら
地
名
里
名
を
採
用
し
て
い
た
が
、
国
造
や
渡
来
系
の
人
間
集
団

を
前
提
に
組
織
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
部
民
と
基
本
的
に
同
一
原
理
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。「
大
山
五
十
戸
」
に
は
「
田
部
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
重
視

す
れ
ば
）
17
（

、
ミ
ヤ
ケ
に
系
譜
す
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

改
新
之
詔
第
一
条
に
も
「
罷
二
昔
在
天
皇
等
所
レ
立
子
代
之
民
・
処
々
屯
倉
、
及

別
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
・
村
首
所
有
部
曲
之
民
・
処
処
田
庄
一
」
と
あ
る
よ
う

に
）
18
（

、
部
民
（
子
代
）
と
屯
倉
が
セ
ッ
ト
で
、
諸
氏
・
国
造
の
有
す
る
部
曲
と
対
比
さ

れ
て
い
る
）
19
（

。
大
化
二
年
の
皇
太
子
奏
に
お
い
て
も
「
子
代
入
部
」「
御
名
入
部
」「
皇

祖
大
兄
御
名
入
部
」と「
屯
倉
」が
セ
ッ
ト
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。部
民
と
屯
倉
が
セ
ッ

ト
で
記
載
さ
れ
、
非
部
名
里
の
ミ
ヤ
ケ
（
県
稲
置
）
系
五
十
戸
も
古
く
か
ら
存
在
し

た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
先
述
し
た
「
国
家
所
有
公
民
」
は
伴
造
・
部
民
と
ミ
ヤ
ケ

（
県
稲
置
）
系
列
、「
大
小
所
領
人
衆
」
と
は
、
そ
の
他
の
諸
氏
・
国
造
系
列
に
分
類

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。部
名
と
非
部
名
を
区
別
せ
ず
五
十
戸
に
編
成
し
た
こ
と
、

す
な
わ
ち
改
新
之
詔
第
一
条
で
い
う
、
子
代
の
民
と
こ
れ
に
対
応
す
る
屯
倉
の
廃
止

が
ま
ず
な
さ
れ
、
国
家
所
有
の
公
民
に
位
置
付
け
ら
れ
た
の
は
、
伴
造
・
部
民
と
そ

の
ミ
ヤ
ケ
（
県
稲
置
）
系
列
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
五
十
戸
に
は
課
税
単
位
と
し
て
の
性
格
が
強
く
認
め
ら
れ
る
と

す
れ
ば
、律
令
制
下
の
よ
う
に
戸
口
全
体
の
編
戸
的
把
握
は
必
ず
し
も
必
要
が
な
く
、

貢
納
責
任
者
た
る
五
十
戸
造
や
戸
主
の
把
握
に
重
点
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ

て
、
戸
口
ま
で
把
握
す
る
造
籍
編
戸
の
必
要
性
は
律
令
制
下
に
比
較
し
て
低
く
、
庚

午
年
籍
を
前
提
に
、
天
武
四
年
に
部
曲
（
民
部
）
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
諸
氏
・

国
造
系
統
の
民
を
五
十
戸
に
統
合
し
た
た
め
、
非
部
民
的
五
十
戸
の
割
合
が
高
く

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、家
部
の
実
質
は
以
後
も
氏
賤
と
し
て
存
続
す
る
が
、

庚
寅
年
籍
の
前
後
に
解
放
さ
れ
た
「
直
広
肆
下
毛
野
朝
臣
子
麿
、
奏
レ
欲
レ
兔
二
奴
婢

陸
佰
口
。一
奏
可
）
20
（

」
と
あ
る
下
毛
野
朝
臣
の
奴
婢
や
、「
氏
祖
時
所
レ
免
奴
婢
既
除
レ
籍
）
21
（

」

と
い
う
存
在
は
、
家
部
の
う
ち
解
放
さ
れ
た
者
と
推
定
さ
れ
る
。

天
武
期
の
部
曲
廃
止
に
よ
る
二
系
統
の
統
合
は
、
ま
だ
氏
族
制
的
な
同
一
原
理
に

よ
る
「
民
部
・
家
部
」
籍
と
「
五
十
戸
」
編
成
の
庚
午
年
籍
を
前
提
に
し
て
可
能
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
造
籍
を
し
な
く
て
も
、
天
武
四
年
の
部
曲
廃
止
を
契
機
と
し
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て
非
部
名
の
五
十
戸
が
編
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
系
統
論
を
前
提
と
す
れ
ば

十
分
可
能
で
あ
る
。
造
籍
に
よ
る
最
終
的
再
編
は
、
二
つ
の
系
統
を
区
別
な
く
統
合

し
、
戸
口
ま
で
把
握
し
た
庚
寅
年
籍
が
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
部
曲

の
廃
止
直
後
に
出
挙
の
額
に
関
係
し
て
戸
の
等
級
を
前
提
と
し
た
三
等
戸
制
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
は
）
22
（

、
戸
の
大
小
を
意
識
し
た
編
成
が
こ
の
時
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
と
を

示
唆
す
る
。
さ
ら
に
天
武
六
年
に
は
浮
浪
人
対
策
と
し
て
出
身
地
と
浮
浪
地
の
両
方

で
課
役
を
徴
収
す
る
命
令
が
出
さ
れ
て
お
り
）
23
（

、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
「
本
土
」（
本

貫
地
）
を
前
提
に
「
課
役
」
を
徴
収
す
る
制
度
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

部
曲
の
廃
止
か
ら
庚
寅
年
籍
の
間
に
公
民
制
の
基
礎
が
大
き
く
整
備
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

五
十
戸
制
の
変
遷
に
お
い
て
、

Ⅰ
大
化
二
年
―
品
部
廃
止
詔

『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
八
月
癸
酉
条

始
二
於
今
之
御
寓
天
皇
一
及
二
臣
連
等
、一
所
有
品
部
、
宜
三
悉
皆
罷
、
為
二
国
家
民
。一

Ⅱ
天
智
三
年
―
民
部
家
部
の
設
定

『
日
本
書
紀
』
天
智
三
年
二
月
丁
亥
条

宣
下
増
二
換
冠
倍
位
階
名
一
及
氏
上
・
民
部
・
家
部
等
事
。上
…
…
其
大
氏
之
氏
上

賜
二
大
刀
、一
小
氏
之
氏
上
賜
二
小
刀
、一
其
伴
造
等
之
氏
上
賜
二
干
楯
・
弓
矢
。一
亦

定
二
其
民
部
・
家
部
。一

Ⅲ
天
智
九
年
―
庚
午
年
籍

『
日
本
書
紀
』
天
智
九
年
二
月
条

造
二
戸
籍
、一
断
三
盜
賊
与
二
浮
浪
。一

Ⅳ
天
武
四
年
―
部
曲
廃
止

『
日
本
書
紀
』
天
武
四
年
二
月
己
丑
条

詔
曰
、
甲
子
年
、
諸
氏
被
レ
給
部
曲
者
、
自
レ
今
以
後
、
除
之
。

Ⅴ
持
統
四
年
―
庚
寅
年
籍

『
日
本
書
紀
』
持
統
三
年
閏
八
月
庚
申
条

詔
二
諸
国
司
一
曰
、
今
冬
、
戸
籍
可
レ
造
。
宜
下
限
二
九
月
、一
糺
中
捉
浮
浪
。上

『
日
本
書
紀
』
持
統
四
年
九
月
乙
亥
条

詔
二
諸
国
等
一
曰
、
凡
造
二
戸
籍
一
者
依
二
戸
令
一
也
。

と
い
う
五
つ
の
公
民
制
に
お
け
る
画
期
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ⅳ
か
ら
Ⅴ
の

間
に
、
五
十
戸
表
記
か
ら
里
表
記
の
変
化
が
起
き
て
い
る
が
、
質
的
な
転
換
な
の
か
、

表
記
上
の
変
化
に
す
ぎ
な
い
の
か
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
天

武
期
後
半
の
国
境
画
定
事
業
や
浄
御
原
令
の
先
行
施
行
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
従
来
の
議
論
で
は
、
令
制
前
の
諸
制
度
を
族
制
的
な
部
民
制
と
領
域
的
な
ミ
ヤ

ケ
制
・
国
造
制
な
ど
に
二
分
し
て
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
転
換
を
構
想
し
、
Ⅳ
天
武

四
年
の
部
曲
廃
止
に
大
き
な
画
期
を
求
め
て
き
た
）
24
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
先
述
し
た
よ

う
に
ミ
ヤ
ケ
・
国
造
制
が
領
域
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
り
、
こ
う
し
た

説
明
で
は
ミ
ヤ
ケ
と
部
民
を
峻
別
す
る
た
め
天
武
四
年
以
前
に
も
非
部
民
（
地
名
）

五
十
戸
が
存
在
す
る
こ
と
の
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
。

【
品
部
廃
止
詔
】

前
提
と
し
て
Ⅰ
大
化
二
年
―
品
部
廃
止
を
中
核
と
す
る
大
化
期
の
部
民
廃
止
が
ど

の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
大
化
改
新
の
評
価
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ

り
、
評
価
は
分
か
れ
て
い
る
）
25
（

。
理
念
的
に
は
王
民
た
る
べ
き
「
国
家
所
有
公
民
」
と

豪
族
私
有
民
た
る
「
大
小
所
領
人
衆
」
に
区
分
さ
れ
る
が
、
大
化
期
に
は
、
後
者
を

前
者
に
繰
り
込
む
部
民
廃
止
政
策
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。

①
『
日
本
書
紀
』
大
化
元
年
九
月
甲
申
条

自
レ
古
以
降
、
毎
二
天
皇
時
、一
置
二
標
レ
代
民
一
垂
二
名
於
後
。一
其
臣
・
連
等
、
伴

造
・
国
造
、
各
置
二
己
民
一
恣
レ
情
駈
使
、
…
…
進
二
調
賦
一
時
、
其
臣
・
連
・

伴
造
等
先
自
収
斂
、
然
後
分
進
。
…
…
從
レ
今
以
後
不
レ
得
レ
売
レ
地
。
勿
三
妄

作
レ
主
兼
二

劣
弱
。一

②
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
正
月
甲
子
条
（
大
化
改
新
詔
）

即
宣
二
改
新
之
詔
一
曰
、
其
一
曰
、
罷
二
昔
在
天
皇
等
所
レ
立
子
代
之
民
・
処
々

屯
倉
、
及
別
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
・
村
首
所
有
部
曲
之
民
・
処
処
田
荘
。一
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③
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
三
月
壬
午
条
（
皇
太
子
奏
請
文
）

皇
太
子
使
レ
使
奏
請
曰
、
…
…
其
群
臣
・
連
及
伴
造
・
国
造
所
有
昔
在
天
皇
日

所
レ
置
子
代
入
部
、
皇
子
等
私
有
御
名
入
部
、
皇
祖
大
兄
御
名
部
入
部
〈
謂
二

彦
人
大
兄
一
也
。〉
及
其
屯
倉
、
猶
如
二
古
代
一
而
置
以
不
。
…
…
天
無
二
双
日
、一

国
無
二
二
王
。一
是
故
兼
二
并
天
下
一
可
レ
使
二
万
民
、一
唯
天
皇
耳
。
別
以
二
入
部

及
所
封
民
、一
簡
二
宛
仕
丁
。一
従
二
前
処
分
。一
自
余
以
外
、
恐
私
駈
役
。
故
献
二

入
部
五
百
廿
四
口
・
屯
倉
一
百
八
十
一
所
。一

④
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
八
月
癸
酉
条
（
Ⅰ
品
部
廃
止
詔
）

而
始
二
王
之
名
名
、一
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
、
分
二
其
品
部
、一
別
二
彼
名
名
。一

復
以
二
其
民
品
部
、一
交
雜
使
レ
居
二
国
県
。一
遂
使
二
父
子
易
レ
姓
、
兄
弟
異
レ
宗
、

夫
婦
更
互
殊
一レ
名
、
一
家
五
分
六
割
。
…
…
粤
以
、
始
二
於
今
之
御
寓
天
皇
一

及
二
臣
連
等
、一
所
有
品
部
、
宜
三
悉
皆
罷
、
為
二
国
家
民
。一
…
…
改
二
去
旧
職
、一

新
設
二
百
官
、一
及
著
二
位
階
、一
以
二
官
位
一
叙
。

①
で
は
代
々
の
天
皇
が
置
い
た
代
の
民
ま
で
が
、
臣
連
以
下
に
よ
り
駆
使
さ
れ
る
実

状
が
語
ら
れ
）
26
（

、
土
地
の
兼
併
が
禁
止
さ
れ
る
。
②
で
は
子
代
の
民
（
お
よ
び
屯
倉
）

と
臣
連
以
下
の
部
曲
（
お
よ
び
田
荘
）
を
廃
止
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
る
。
③
で
は

①
と
同
じ
く
昔
の
天
皇
が
置
き
、
群
臣
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
子
代
入
部
と
皇
子
等

が
私
有
し
て
い
る
御
名
入
部
が
対
比
的
に
語
ら
れ
、
入
部
と
屯
倉
の
献
上
が
語
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
子
代
入
部
と
御
名
入
部
は
、
②
の
子
代
を
構
成
す
る
も
の
で
、

豪
族
が
子
代
を
管
理
し
た
場
合
を
「
御
名
入
部
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
②

の
部
曲
と
は
異
な
る
範
疇
と
考
え
ら
れ
る
。
④
も
同
じ
く
王
の
名
前
だ
け
で
な
く
群

臣
の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
「
品
部
」
ま
で
も
廃
止
し
て
、「
国
家
の
民
」
と
す
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、伴
造
・
国
造
な
ど
の
「
旧
職
」
を
廃
止
し
て
、「
百

官
」「
位
階
」「
官
位
」
の
秩
序
を
構
築
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
る
。

①
か
ら
④
ま
で
、
表
現
は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
「
代
民
」「
子
代
之
民
」「
子
代

入
部
」、「
王
之
名
名
」
な
ど
、
王
の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
子
代
（
御
名
入
部
）
と
豪

族
が
所
有
す
る
部
曲
（
子
代
入
部
）
が
対
比
的
に
語
ら
れ
て
い
る
）
27
（

。

①
「
自
レ
古
以
降
、
毎
二
天
皇
時
、一
置
二
標
レ
代
民
一
垂
二
名
於
後
一
」（
子
代
）

「
其
臣
・
連
等
、
伴
造
・
国
造
、
各
置
二
己
民
一
恣
レ
情
駈
使
」（
部
曲
）

②
「
罷
二
昔
在
天
皇
等
所
レ
立
子
代
之
民
・
処
々
屯
倉
」（
子
代
・
屯
倉
）

「
別
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
・
村
首
所
有
部
曲
之
民
・
処
処
田
荘
一
」（
部
曲
・
田
荘
）

③
「（
昔
在
天
皇
日
所
レ
置
）
皇
子
等
私
有
御
名
入
部
、
皇
祖
大
兄
御
名
部
入
部

〈
謂
二
彦
人
大
兄
一
也
。〉
及
其
屯
倉
」（
御
名
入
部
・
屯
倉
）

「
其
群
臣
・
連
及
伴
造
・
国
造
所
有
昔
在
天
皇
日
所
レ
置
子
代
入
部
（
及
其
屯
倉
）」

（
子
代
入
部
・
屯
倉
）

④
「
始
二
王
之
名
名
、一（
分
二
其
品
部
、一
別
二
彼
名
名
一
）」（
王
之
名
名
＝
子
代
）

「
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
、
分
二
其
品
部
、一
別
二
彼
名
名
一
」（
豪
族
部
＝
部
曲
）

い
ず
れ
も
表
現
は
異
な
る
が
基
本
的
に
同
じ
対
比
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ

け
④
に
「
始
二
於
今
之
御
寓
天
皇
一
及
二
臣
連
等
、一
所
有
品
部
、
宜
三
悉
皆
罷
、
為
二

国
家
民
。一」
と
あ
る
よ
う
に
、
子
代
と
部
曲
を
合
わ
せ
た
概
念
と
し
て
「
品
部
」
が

位
置
付
け
ら
れ
、「
天
無
二
双
日
、一
国
無
二
二
王
。一
是
故
兼
二
并
天
下
一
可
レ
使
二
万
民
、一

唯
天
皇
耳
」
と
い
う
理
念
を
示
し
、
こ
れ
ら
を
廃
止
し
て
「
国
家
民
」（
王
民
）
と

す
る
こ
と
が
目
標
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
理
念
的
に
は
、
純
粋
な
王
民
た
る
「
子

代
」（
子
代
入
部
）
に
対
し
て
、
豪
族
が
管
理
す
る
子
代
た
る
「
御
名
入
部
」
と
豪

族
部
名
を
付
せ
ら
れ
た
「
部
曲
」（
後
の
民
部
）
の
区
分
が
想
定
さ
れ
、
さ
ら
に
部

名
を
有
さ
な
い
豪
族
私
有
民
（
後
の
家
部
）
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
）
28
（

。

六
世
紀
以
降
、
地
方
首
長
の
王
権
へ
の
従
属
度
が
深
ま
り
、
伴
造
・
部
民
制
的
関

係
の
量
的
拡
大
が
お
こ
っ
た
。
こ
の
段
階
に
大
王
か
ら
伴
造
・
部
民
集
団
の
管
轄
権

を
委
譲
さ
れ
た
有
力
王
子
と
大
夫
に
よ
る
合
議
制
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中

小
伴
造
の
奉
仕
先
で
あ
る
ツ
カ
サ
（
司
・
官
）
が
大
王
宮
だ
け
に
収
斂
さ
れ
な
く
な

り
、王
族
の
宮
や
豪
族
の
宅
を
拠
点
と
し
て
機
能
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

厩
戸
王
子
が
独
自
に
斑
鳩
宮
を
経
営
し
、
蘇
我
氏
の
邸
宅
で
「
天
皇
記
・
国
記
」
の

編
纂
管
理
が
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
に
、
大
王
宮
の
み
に
収
斂
し
な
い
分
節
的
な
権
力

構
造
で
あ
っ
た
た
め
、
軍
事
・
外
交
な
ど
の
重
要
な
政
策
課
題
に
つ
い
て
は
、
大
王
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の
も
と
で
の
有
力
王
族
・
大
夫
ら
に
よ
る
群
臣
会
議
が
開
催
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

群
臣
の
宅
や
有
力
王
子
の
宮
、
キ
サ
キ
宮
に
馬
司
（
官
）
の
よ
う
な
職
務
執
行
の
機

構
（
ツ
カ
サ
）
が
分
散
し
た
た
め
、
こ
の
段
階
に
大
王
か
ら
伴
造
・
部
民
集
団
の

管
轄
権
を
委
譲
さ
れ
た
有
力
王
子
や
大
夫
に
よ
る
群
臣
会
議
が
生
ま
れ
、
大
殿
前
の

庭
が
大
王
臨
御
の
御
前
会
議
の
場
と
な
っ
て
い
た
）
29
（

。

こ
う
し
た
有
力
な
王
子
の
宮
と
群
臣
の
ヤ
ケ
を
単
位
と
し
た
ツ
カ
サ
の
分
有
を
前

提
に
考
え
れ
ば
、
部
民
が
豪
族
に
分
割
所
有
さ
れ
る
の
は
弊
害
で
は
な
く
、「
王
政

出
レ
自
二
大
夫
一
」（『
家
伝
』
上
、
鎌
足
伝
）
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
に
日
常
的
な
政
務

に
つ
い
て
は
、
大
夫
ら
に
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
構
造
的
な
在
り
方

で
あ
る
。「
私
民
」
化
の
進
行
と
い
う
現
状
に
対
し
て
、
部
民
が
す
べ
て
王
民
で
あ

る
こ
と
を
強
調
す
る
新
た
な
王
民
制
は
、
あ
く
ま
で
現
状
変
革
の
目
標
と
し
て
大
化

期
に
宣
言
さ
れ
た
理
念
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
30
（

。

④
品
部
廃
止
詔
や
②
改
新
之
詔
な
ど
で
は
、
繰
り
返
し
、
本
来
は
王
の
民
で
あ
り

な
が
ら
王
族
や
豪
族
に
所
有
さ
れ
て
い
る
民
を
「
国
家
の
民
」
と
す
る
こ
と
が
命
令

さ
れ
て
い
る
。
③
の
皇
太
子
奏
請
文
に
は
王
の
名
前
を
付
け
た
品
部
を「
国
家
の
民
」

に
す
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
大
王
へ
の
定
量
的
な
課
役
負
担
を
新

た
に
開
始
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
）
31
（

。
こ
れ
に
よ
り
品
部
雑
戸
の
把
握
に
み
ら

れ
る
戸
の
代
表
者
に
よ
る
「
一
戸
一
丁
役
」
の
よ
う
に
、
戸
口
全
体
を
把
握
せ
ず
と

も
五
十
戸
単
位
の
仕
丁
お
よ
び
そ
の
資
養
物
（
養
＝
庸
）、
戸
別
（
男
身
）
の
調
な

ど
の
貢
納
が
可
能
と
な
り
、
部
名
五
十
戸
編
成
の
前
提
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
王
民
と
は
異
な
る
無
姓
の
豪
族
私
有
民
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
天
智

三
年
の
民
部
家
部
の
設
定
や
Ⅳ
天
武
四
年
の
部
曲
廃
止
ま
で
具
体
的
な
政
策
が
見
え

な
い
の
で
、
改
新
の
目
標
と
し
て
は
宣
言
さ
れ
た
と
し
て
も
、
実
効
性
は
な
く
、
そ

の
ま
ま
存
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
そ
の
意
味
で
は
、
現
状
の
改
新
之
詔
は
天
武
期

あ
た
り
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
書
か
れ
た
理
念
的
な
性
格
が
強
い
）
32
（

）。

結
局
、
豪
族
が
己
民
（
部
曲
）
を
置
い
て
駆
使
し
て
い
る
と
の
現
状
認
識
に
対
し

て
（
①
）、
子
代
と
部
曲
を
合
わ
せ
た
品
部
全
体
を
国
家
民
と
す
る
理
念
が
宣
言
さ

れ
た
が
（
②
④
）、
具
体
的
政
策
と
し
て
実
現
さ
れ
た
の
は
、
子
代
（
昔
の
天
皇
が

置
き
、
群
臣
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
子
代
入
部
と
皇
子
等
が
私
有
し
て
い
る
御
名
入

部
に
区
分
さ
れ
る
）
か
ら
の
仕
丁
の
献
上
に
よ
る
「
国
家
民
」
化
だ
け
で
あ
り
（
③
）、

豪
族
部
名
を
付
せ
ら
れ
た
「
部
曲
」
の
王
民
化
は
、
天
智
期
に
お
け
る
Ⅲ
の
民
部
・

家
部
の
設
定
ま
で
遅
れ
、
そ
の
内
容
も
③
皇
太
子
奏
請
文
に
お
い
て
子
代
に
対
し
て

行
わ
れ
た
よ
う
な
数
量
的
把
握
と
限
定
に
す
ぎ
ず
、名
目
的
な
仕
丁
や
戸
別
（
男
身
）

の
調
に
留
ま
り
、
王
族
や
豪
族
や
有
す
る
権
益
は
あ
ま
り
変
化
せ
ず
、
よ
う
や
く
天

武
期
以
降
の
Ⅳ
部
曲
廃
止
に
お
い
て
公
民
制
へ
の
転
換
が
可
能
と
な
っ
た
と
の
見
通

し
が
得
ら
れ
る
。

❷
食
封
と
造
籍
―
氏
族
制
原
理
の
残
存

【
甲
子
の
宣
と
部
曲
・
食
封
】

こ
こ
ま
で
五
十
戸
編
成
の
内
実
を
中
心
と
す
る
公
民
制
の
形
成
過
程
を
概
観
し

て
き
た
。
後
半
で
は
、
天
智
期
の
甲
子
の
宣
と
庚
午
年
籍
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
）
33
（

。

六
七
〇
年
の
庚
午
年
籍
は
、
六
六
四
年
の
甲
子
の
宣
と
六
七
五
年
の
部
曲
廃
止
の
中

間
に
位
置
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
氏
ご
と
の
民
部
・
家
部
す
な
わ
ち
部
曲
の
認
定

を
前
提
に
全
国
的
な
造
籍
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
留
意
さ
れ
る
。
庚
午
年
籍

が
後
の
戸
籍
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
領
域
的
で
は
な
い
、
こ
う
し
た
氏
族
的
な
編

成
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。

甲
子
の
宣
の
適
用
範
囲
は
、『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
九
月
己
丑
条
に
「
詔
、
甲

子
年
定
二
氏
上
一
時
不
レ
所
レ
載
氏
、今
被
レ
賜
レ
姓
者
、自
二
伊
美
吉
以
上
、一並
悉
令
レ
申
」

と
あ
り
）
34
（

、『
古
語
拾
遺
』
に
「
至
二
于
浄
御
原
朝
、一
改
二
天
下
万
姓
、一
而
分
為
二
八

等
、一
唯
序
二
当
年
之
労
、一
不
レ
本
二
天
降
之
績
。一
其
曰
二
朝
臣
、一
以
賜
二
中
臣
氏
、一
命

以
二
大
刀
。一
其
三
曰
二
宿
禰
、一
以
賜
二
斎
部
氏
、一
命
以
二
小
刀
。一
其
四
曰
二
忌
寸
、一
以

為
二
秦
漢
二
氏
及
百
済
文
氏
等
之
姓
一
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、お
お
む
ね
大
氏
が
朝
臣
、

小
氏
が
宿
禰
に
相
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
庚
午
年
に
お
い
て
氏
上
を
定
め
た
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時
に
作
ら
れ
た
台
帳
を
基
準
に
し
て
、
天
武
期
に
朝
臣
と
宿
禰
が
与
え
ら
れ
た
こ
と

が
推
定
で
き
る
）
35
（

。
た
だ
し
、
伴
造
と
忌
寸
が
厳
密
に
対
応
し
、
大
氏
や
小
氏
と
同
質

の
「
氏
」
と
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
は
明
確
で
な
い
。
少
な
く
と
も
従
来
の
説
で
は
、

少
数
の
特
権
階
層
た
る
忌
寸
と
そ
の
他
の
連
に
つ
い
て
の
質
的
な
区
別
や
、「
伴
造

等
氏
」
そ
の
も
の
で
あ
る
連
姓
へ
の
改
姓
と
そ
の
位
置
付
け
が
曖
昧
で
あ
っ
た
と
考

え
る
）
36
（

。
す
な
わ
ち
、
朝
臣
や
宿
禰
に
比
較
し
て
、
忌
寸
の
賜
姓
が
十
一
氏
と
少
な
い
こ
と
、

忌
寸
以
上
の
賜
姓
の
前
提
と
し
て
連
姓
が
天
武
九
年
以
降
、
大
量
に
与
え
ら
れ
て
お

り
）
37
（

、
こ
れ
ら
の
旧
姓
の
多
く
が
造
で
あ
る
よ
う
に
伴
造
的
性
格
の
氏
に
対
し
て
与
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
）
38
（

、
天
武
紀
十
年
正
月
丁
丑
是
日
条
に
は
「
大
山
上
草
香
部
吉
士
大

形
授
二
小
錦
下
位
、一
仍
賜
レ
姓
曰
二
難
波
連
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
後
の
五

位
に
連
続
す
る
小
錦
位
と
連
姓
賜
与
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
）
39
（

、
な
ど
か
ら
す
れ
ば
連

姓
を
賜
与
す
る
こ
と
は
五
位
相
当
の
小
錦
位
以
上
に
な
り
得
る
家
格
と
し
て
氏
の
家

柄
を
認
定
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
天
武
期
前
半
に
「
小
錦
以
上
大
夫
」
と
い

う
定
型
句
が
『
日
本
書
紀
』
に
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
こ
う
し
た
動
き
と
連
動

す
る
）
40
（

。
甲
子
の
宣
に
お
い
て
、
氏
上
に
認
定
さ
れ
な
が
ら
、「
伴
造
等
之
氏
上
」
に

つ
い
て
は
「
不
レ
所
レ
載
氏
」
と
し
て
台
帳
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
天
武
期
の
真
人
・
朝
臣
・
宿
禰
・
忌
寸
の
四
姓
賜
与
に
先
行
し
て
、「
不

レ
所
レ
載
氏
」
で
あ
っ
た
「
伴
造
等
之
氏
」
に
つ
い
て
連
姓
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
）
41
（

。

す
な
わ
ち
、「
大
氏
・
小
氏
」
と
「
甲
子
年
定
二
氏
上
一
時
不
レ
所
レ
載
氏
」
＝
「
伴

造
等
氏
」
を
合
わ
せ
た
全
体
が
、
連
姓
以
上
へ
の
改
姓
を
お
こ
な
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
ほ
ぼ
小
錦
位
以
上
に
な
り
得
る
貴
族
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。『
日
本
書
紀
』

の
記
載
に
よ
れ
ば
、
真
人
姓
に
十
三
氏
、
朝
臣
姓
に
五
二
氏
、
宿
禰
姓
に
五
十
氏
、

忌
寸
姓
に
は
十
一
氏
（
大
隅
直
を
含
む
）
が
改
姓
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
準
ず

る
氏
と
し
て
旧
姓
で
あ
る
連
姓
へ
の
氏
単
位
の
改
姓
が
五
五
氏
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
う
ち
文
首
（
連
）
が
書
忌
寸
、
草
壁
吉
士
（
連
）
が
難
波
（
連
）
忌
寸
と
な

る
な
ど
十
氏
が
後
に
忌
寸
姓
に
上
昇
し
、
さ
ら
に
物
部
首
（
連
）
が
布
留
宿
禰
、
三

宅
吉
士
（
連
）
が
三
宅
宿
禰
、刑
部
造
（
連
）
が
忍
壁
宿
禰
に
改
姓
し
て
い
る
の
で
、

連
以
上
の
合
計
は
こ
れ
ら
重
複
を
除
け
ば
百
六
十
八
氏
と
な
る
）
42
（

。
お
よ
そ
甲
子
の
宣

に
お
い
て
は
、「
大
氏
・
小
氏
」
が
古
い
臣
・
連
姓
に
相
当
し
、
宿
禰
姓
以
上
、「
伴

造
等
氏
」
は
古
い
中
央
の
伴
造
・
国
造
に
相
当
し
、
連
（
忌
寸
）
姓
以
上
を
示
す
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
改
新
之
詔
第
一
条
に
は
、
豪
族
層
の
部
曲
を
廃
止
し
た
後
に
は
大
夫
以

上
に
食
封
を
与
え
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
た
）
43
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
民
部
・
家
部
を
与
え

ら
れ
た
の
は
「
伴
造
等
氏
」
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
天
武
四
年
の
「
諸
氏
」
に
与
え
た

部
曲
廃
止
後
は
、「
甲
子
年
定
二
氏
上
一
時
不
レ
所
レ
載
氏
」
の
扱
い
に
よ
り
小
錦
以
上

の
大
夫
で
な
け
れ
ば
食
封
の
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
44
（

。

Ａ
『
日
本
書
紀
』
天
武
四
年
二
月
己
丑
条

詔
曰
、
甲
子
年
、
諸
氏
被
レ
給
部
曲
者
、
自
レ
今
以
後
、
除
之
。

Ｂ
『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
四
月
辛
亥
条

勅
、
諸
王
・
諸
臣
被
レ
給
封
戸
之
税
者
、
除
二
以
西
国
、一
相
易
給
二
以
東
国
。一

Ｃ
『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
八
月
丁
酉
条

親
王
以
下
小
錦
以
上
大
夫
、
及
皇
女
・
姫
王
・
内
命
婦
等
、
給
二
食
封
、一
各
有
レ
差
。

Ｄ
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
一
年
三
月
辛
酉
是
日
条

詔
曰
、
親
王
以
下
至
二
于
諸
臣
、一
被
レ
給
食
封
皆
止
之
、
更
返
二
於
公
。一

旧
食
封
た
る
部
曲
（
民
部
）
か
ら
新
た
な
食
封
制
度
の
移
行
に
お
い
て
、
西
国
か
ら

東
国
へ
の
割
り
代
え
な
ど
に
よ
り
「
小
錦
以
上
大
夫
」
に
与
え
ら
れ
た
新
た
な
食
封

と
「
諸
臣
」
に
与
え
ら
れ
て
い
た
旧
食
封
＝
部
曲
（
民
部
・
家
部
）
の
収
公
に
お
い

て
、
そ
の
特
権
を
失
っ
た
の
が
「
伴
造
等
氏
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
天
武
十
一
年
八
月
癸
未
条

詔
曰
、
凡
諸
応
考
選
者
、
能
検
二
其
族
姓
及
景
迹
、一
方
後
考
之
。
若
雖
二
景
迹
・

行
能
灼
然
、一
其
族
姓
不
レ
定
者
、
不
レ
在
二
考
選
之
色
。一

『
日
本
書
紀
』
持
統
四
年
四
月
庚
申
条
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詔
曰
、
百
官
人
及
畿
内
人
、
有
レ
位
者
限
二
六
年
、一
無
レ
位
者
限
二
七
年
、一
以
二
其

上
日
、一
選
二
定
九
等
、一
四
等
以
上
者
、
依
二
考
仕
令
、一
以
二
其
善
最
功
能
、
氏
姓

大
小
、一
量
授
二
冠
位
。一

部
曲
廃
止
に
と
も
な
う
諸
臣
の
旧
食
封
の
収
公
と
連
動
し
て
、「
族
姓
」（
家
柄
）
を

重
要
な
判
断
基
準
と
し
た
官
位
の
昇
進
が
開
始
さ
れ
、「
族
姓
」
が
は
っ
き
り
し
な

い
も
の
は
昇
進
さ
せ
な
い
こ
と
が
明
言
さ
れ
、
持
統
期
に
は
氏
姓
の
大
小
が
冠
位
授

与
の
指
標
に
な
っ
た
。

と
り
わ
け「
伴
造
等
氏
」は「
甲
子
年
定
二
氏
上
一
時
不
レ
所
レ
載
氏
」と
さ
れ
た
の
で
、

「
其
族
姓
不
レ
定
」
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
、
五
位
相
当

の
小
錦
位
以
上
に
な
り
得
る
家
格
と
し
て
の
連
姓
の
大
量
賜
与
と
、
さ
ら
に
選
抜
さ

れ
た
忌
寸
以
上
の
賜
与
（
十
四
氏
）
に
よ
る
小
錦
位
確
保
＝
食
封
の
対
象
化
と
い
う

修
正
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
武
期
以
来
食
封
（
位
封
）
の
支
給
対
象
は
五

位
相
当
の
小
錦
位
以
上
で
あ
り
続
け
、
文
武
期
ま
で
存
続
し
た
。
以
後
は
位
禄
に
代

え
ら
れ
た
が
、
五
位
以
上
に
食
封
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
統
は
、
し
ば
し
ば
政
策
的
な

議
論
の
前
提
と
さ
れ
続
け
た
。

『
続
日
本
紀
』
文
武
元
年
八
月
壬
辰
条

賜
二
王
親
及
五
位
已
上
食
封
一
各
有
レ
差
。

『
続
日
本
紀
』
慶
雲
二
年
十
一
月
庚
辰
条

有
レ
詔
、
加
二
親
王
・
諸
王
臣
食
封
一
各
有
レ
差
。
先
レ
是
、
五
位
有
二
食
封
。一
至
レ
是
、

代
以
二
位
祿
一
也
。

伴
造
層
す
べ
て
を
、
経
済
的
問
題
な
ど
か
ら
五
位
相
当
の
小
錦
以
上
の
大
夫
と
し
て

処
遇
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
矛
盾
が
以
後
も
問
題
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
45
（

。本
来
、

律
令
制
以
前
に
お
い
て
マ
エ
ツ
ギ
ミ
層
が
有
し
た
ツ
カ
サ
の
分
有
に
と
も
な
う
支
配

層
と
し
て
の
特
権
と
負
担
と
い
う
一
体
的
な
地
位
が
、
そ
の
後
、
伴
造
層
に
も
擬
似

的
に
拡
大
し
た
結
果
、
支
配
層
と
し
て
の
氏
の
認
定
と
、
旧
連
姓
が
有
し
た
大
夫
の

地
位
、
五
位
相
当
の
叙
位
、
経
済
的
特
権
な
ど
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ズ
レ
が
生
じ
た

こ
と
が
根
本
に
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

【
甲
子
の
宣
と
庚
午
年
籍
】

庚
午
年
籍
に
つ
い
て
は
、
井
上
光
貞
の
研
究
が
基
本
的
論
点
を
提
示
し
て
い
る
）
46
（

。

五
畿
七
道
に
対
し
て
写
し
進
め
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
平
安
期
の
史
料
や
遺
存

史
料
に
よ
り
、
そ
の
対
象
は
全
国
に
及
び
、
そ
の
対
象
も
中
央
氏
族
を
除
い
て
全
階

層
に
及
ぶ
こ
と
、定
姓
の
特
殊
性
に
よ
り
永
久
保
存
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

甲
子
の
宣
や
天
武
の
新
姓
と
の
連
続
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
中
央
氏
族
の
庚
午
年
籍
が
遺
存
史
料
に
見
ら
れ
な
い
と
の
指
摘
を
重
視

す
る
な
ら
ば
、「
甲
子
年
定
二
氏
上
一
時
不
レ
所
レ
載
氏
」
の
表
現
か
ら
は
「
甲
子
年
諸

氏
系
譜
」
と
も
い
う
べ
き
掲
載
す
べ
き
台
帳
が
存
在
し
、
こ
れ
が
庚
午
年
籍
と
補
完

的
に
機
能
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
中
央
有
力
氏
族
に
と
っ
て
の
基
本
台
帳
は
こ

の
「
甲
子
年
諸
氏
系
譜
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
帳
簿
は
理
官
（
後
の
治
部

省
）
が
管
理
し
）
47
（

、
大
氏
と
小
氏
に
限
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
）
48
（

、
後
の
真
人
・
朝
臣
・
宿

禰
姓
に
相
当
す
る
合
計
一
一
一
氏
（
連
姓
か
ら
の
改
姓
四
氏
を
引
い
た
数
）
よ
り
も

少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
中
央
有
力
氏
族
を
除
く
、
地
方
の
国
造
・
評
造
氏
へ
の
定
姓
は
庚
午
年

籍
ま
で
は
確
定
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
四
月
辛
亥
条

外
国
人
欲
二
進
仕
一
者
、
臣
連
・
伴
造
之
子
、
及
国
造
子
聴
之
。
唯
雖
二
以
下
庶

人
、一
其
才
能
長
亦
聴
之
。

天
武
五
年
段
階
に
お
い
て
、
諸
国
に
居
住
す
る
臣
・
連
お
よ
び
伴
造
の
子
だ
け
で
な

く
、
国
造
の
子
ま
で
が
出
身
を
許
さ
れ
て
い
る
の
は
庚
午
年
籍
に
お
い
て
新
た
に
国

造
・
評
造
の
姓
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
49
（

。
庚
午
年
籍
に
お
い
て

外
国
に
も
臣
・
連
・
伴
造
さ
ら
に
は
国
造
の
定
姓
が
な
さ
れ
た
結
果
（「
甲
子
年
諸

氏
系
譜
」
の
地
方
豪
族
版
）、
中
央
の
豪
族
層
と
の
カ
バ
ネ
的
区
別
が
曖
昧
に
な
り
、

「
更
改
二
諸
氏
之
族
姓
、一
作
二
八
色
之
姓
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
た
な
四
姓
に
よ
る

再
編
が
必
然
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
50
（

。

庚
午
年
籍
の
「
背
」（
紙
背
）
に
は
「
粟
凡
費
籍
」「
長
費
籍
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
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て
お
り
、
地
方
豪
族
に
お
い
て
も
氏
別
の
編
戸
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
以
下
の
史

料
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
三
月
乙
丑
条

阿
波
国
板
野
・
名
方
・
阿
波
等
三
郡
百
姓
言
、
己
等
姓
、
庚
午
年
籍
被
レ
記
二
凡

直
。一
唯
籍
背
著
二
費
字
。一
自
レ
此
之
後
、
評
督
凡
直
麻
呂
等
披
二
陳
朝
庭
、一
改
為
二

粟
凡
直
姓
一
已
畢
。
天
平
宝
字
二
年
編
籍
之
日
、
追
注
二
凡
費
。一
情
所
レ
不
レ
安
。

於
レ
是
改
為
二
粟
凡
直
。一

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
四
年
五
月
辛
巳
条

阿
波
国
勝
浦
郡
領
長
費
人
立
言
、
庚
午
之
年
、
長
直
籍
背
著
二
費
之
字
。一
因
レ
茲
、

前
郡
領
長
直
救
夫
、
披
訴
改
二
注
長
直
。一
天
平
宝
字
二
年
、
国
司
従
五
位
下
豊

野
真
人
篠
原
、
以
レ
無
二
記
験
一
更
為
二
長
費
。一
官
判
依
二
庚
午
籍
一
為
レ
定
。

こ
れ
ら
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
阿
波
国
板
野
・
名
方
・
阿
波
等
の
三
郡
で
は
、
庚
午
年

籍
に
「
凡
直
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
籍
の
紙
背
に
の
み
「
費
」
字
を
記
し
て
い
る

こ
と
、
阿
波
国
勝
浦
郡
で
も
庚
午
年
の
「
長
直
籍
」
に
は
紙
背
に
「
費
」
の
字
、
す

な
わ
ち
「
長
費
籍
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
、な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
）
51
（

。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
庚
午
年
籍
の
紙
背
に
書
か
れ
た
題
名
は
、
里
（
五
十
戸
）
名
な
ど
の
地
名
で

は
な
く
、
氏
別
に
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
規
模
は
筑
紫
諸
国
の
庚
午
籍
の
巻
数

七
百
七
十
が
『
倭
名
抄
』
の
郷
数
五
百
九
に
比
較
し
て
多
い
こ
と
か
ら
、
里
よ
り
も

小
規
模
な
人
間
集
団
を
単
位
と
す
る
編
成
で
あ
り
）
52
（

、『
粟
鹿
大
明
神
元
記
』
の
記
載

に
よ
れ
ば
、
但
馬
の
朝
来
評
造
が
「
国
造
・
県
領
并
殿
民
」
の
源
の
是
非
を
勘
定
し
、

朝
庭
に
注
進
し
た
と
あ
る
よ
う
に
、
王
民
た
る
べ
き
「
国
家
所
有
公
民
」（
＝
国
造
・

県
領
）
と
豪
族
私
有
民
た
る
「
大
小
所
領
人
衆
」（
＝
殿
民
）
に
対
し
て
の
評
造
に

よ
る
氏
族
系
統
別
の
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
）
53
（

。

以
上
に
よ
れ
ば
庚
午
年
籍
段
階
で
は
、
部
民
・
ミ
ヤ
ケ
系
列
の
五
十
戸
編
成
と
氏

族
単
位
の
民
部
・
家
部
＝
部
曲
と
い
う
二
元
的
な
編
成
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
）
54
（

。

こ
の
よ
う
に
地
方
豪
族
に
対
す
る
定
姓
が
庚
午
年
籍
段
階
で
あ
る
な
ら
ば
、『
常

陸
国
風
土
記
』
に
み
え
る
天
智
三
年
の
冠
位
を
有
す
る
国
造
・
評
造
の
記
載
は
、
庚

午
年
籍
の
定
姓
を
前
提
に
し
た
記
載
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、『
常
陸
国
風
土
記
』
行
方
郡
条
に
は
有
名
な
「
立
郡
」
記
事
が
あ
る
。

古
老
曰
、
難
波
長
柄
豊
前
大
宮
馭
宇
天
皇
之
世
、
癸
丑
年
、
茨
城
国
造
小
乙
下

壬
生
連
麿
、
那
珂
国
造
、
大
建
壬
生
直
夫
子
等
、
請
二
惣
領
高
向
大
夫
・
中
臣

幡
織
田
大
夫
等
、一
割
二
茨
城
地
八
里
、（
那
珂
地
七
里
一
）、
合
二
七
百
余
戸
、一
別

置
二
郡
家
。一

「
大
建
」と
い
う
冠
位
は
天
智
三
年
以
降
の
も
の
で
あ
り
、「
国
造
」姓
だ
け
で
な
く「
評

造
」
や
「
五
十
戸
造
」
と
い
う
地
方
豪
族
層
へ
の
姓
の
統
一
的
な
賜
与
も
庚
午
年
籍

段
階
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
お
そ
ら
く
郡
領
の
「
譜
第
）
55
（

」
に
記
載
さ
れ
た

記
事
が
、本
文
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
、『
常
陸
国
風
土
記
』
に
は
『
播
磨
国
風
土
記
』

と
は
異
な
り
庚
午
年
籍
段
階
の
記
載
が
な
い
こ
と
も
勘
案
す
れ
ば（
常
陸
国
の
場
合
、

庚
午
年
で
は
な
く
一
年
遅
れ
の
辛
未
年
に
完
成
し
た
こ
と
は
『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁

十
一
年
五
月
四
日
太
政
官
符
に
記
載
が
あ
る
）、
孝
徳
期
だ
け
で
な
く
、
天
智
期
ま

で
の
内
容
が
圧
縮
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
）
56
（

。

さ
ら
に
、
久
慈
郡
条
に
は
天
智
期
に
藤
原
鎌
足
の
封
戸
を
検
校
す
る
使
者
と
し
て

軽
直
里
麿
の
記
載
が
あ
る
。

『
常
陸
国
風
土
記
』
久
慈
郡
条

至
二
淡
海
大
津
大
朝
光
宅
天
皇
之
世
、一
遣
レ
検
二
藤
原
内
大
臣
之
封
戸
、一
軽
直
里

麿
、
造
レ
堤
成
レ
池
。

天
智
朝
に
お
け
る
封
戸
と
は
、
正
確
に
は
氏
単
位
に
与
え
ら
れ
た
「
民
部
」
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
国
司
経
由
で
な
い
、
使
者
を
派
遣
す
る
直
接
的
な
収
取

に
任
さ
れ
て
お
り
、「
民
部
」
か
ら
の
「
封
戸
の
税
」
な
ど
が
評
―
五
十
戸
と
は
別

系
統
の
使
者
派
遣
に
よ
り
管
理
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
の
長
屋
王
家
の
税
司
や

屯
田
司
舎
人
、
中
宮
職
捉
稲
使
は
、
こ
の
系
譜
に
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
）
57
（

。
や
が
て

こ
れ
ら
は
、
天
武
期
に
お
け
る
「
民
部
・
家
部
＝
部
曲
」
系
封
戸
の
廃
止
に
よ
り
里
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を
単
位
と
し
た
「
五
十
戸
」
系
封
戸
へ
の
転
換
に
と
も
な
い
、
正
丁
数
を
基
準
と
す

る
均
質
な
標
準
戸
編
制
を
前
提
と
し
た
評
―
里
の
一
元
的
な
再
編
が
必
要
と
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
甲
子
の
宣
に
よ
り
、中
央
氏
族
の
「
甲
子
年
諸
氏
系
譜
」
認
定
（
た

だ
し
リ
ス
ト
化
は
大
氏
と
小
氏
の
み
）
と
、「
其
」（
大
氏
・
小
氏
と
伴
造
等
）
の
民

部
家
部
＝
部
曲
は
、
先
行
し
て
氏
別
に
ま
と
め
ら
れ
庚
午
年
籍
と
は
補
完
的
に
扱
わ

れ
た
。
庚
午
年
籍
段
階
に
は
、
諸
国
の
国
造
・
伴
造
氏
の
氏
記
録
化
と
、
部
民
や
ミ

ヤ
ケ
系
の
五
十
戸
編
成
と
が
別
扱
い
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
央
・
地
方

の
氏
別
編
成
を
除
外
し
た
と
こ
ろ
で
、
課
税
単
位
と
し
て
の
五
十
戸
編
成
が
二
元
的

に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
領
域
的
な
編
戸
と
し
て
は
不
十
分
な
段
階
で
あ
っ
た
と
評

価
さ
れ
る
。

庚
午
年
籍
の
五
十
戸
（
部
民
・
ミ
ヤ
ケ
系
）
＝
「
国
家
所
有
公
民
」
は
労
役
と
貢

納
物
の
課
税
単
位
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
内
実
は
、
里
よ
り
小
規
模
な
人
間

集
団
で
、
品
部
雑
戸
の
把
握
に
み
ら
れ
る
戸
の
代
表
者
に
よ
る
「
一
戸
一
丁
役
」
の

よ
う
に
、戸
口
全
体
を
把
握
せ
ず
と
も
五
十
戸
単
位
の
仕
丁
お
よ
び
そ
の
資
養
物（
養

＝
庸
）、
戸
別
（
男
身
）
の
調
な
ど
の
貢
納
が
可
能
と
な
る
体
制
で
あ
っ
た
。
一
方

畿
内
有
力
諸
氏
の
民
部
・
家
部
＝
部
曲
＝
「
大
小
所
領
人
衆
」
は
、そ
の
廃
止
が
「
親

王
・
諸
王
及
諸
臣
、
并
諸
寺
等
所
レ
賜
山
沢
・
嶋
浦
・
林
野
・
陂
池
、
前
後
並
除
焉
」

と
同
時
で
あ
っ
た
よ
う
に
）
58
（

、
用
益
地
と
合
わ
せ
た
先
駆
的
な
旧
封
戸
民
と
し
て
扱
わ

れ（
常
陸
国
へ
派
遣
さ
れ
た
藤
原
内
大
臣
封
戸
管
理
の
た
め
の
使
者
軽
直
里
麿
が「
造

レ
堤
成
レ
池
」
と
し
て
在
地
の
再
生
産
構
造
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
も
参
考
と
な
る
）
59
（

）、

氏
女
の
貢
納
の
よ
う
な
氏
単
位
の
負
担
と
セ
ッ
ト
で
機
能
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
常
陸
国
風
土
記
』
で
は
基
本
的
に
大
化
二
年
の
改
新
之
詔
を
前
提
に
「
国
―
郡

―
里
―
戸
の
編
成
」
を
記
述
し
て
い
る
。
坂
東
の
八
カ
国
へ
の
国
の
分
割
、
六
国
造

国
を
前
提
と
し
た
第
一
次
立
郡
、
里
の
編
成
、
編
戸
を
前
提
と
し
た
郡
の
分
割
な
ど

は
、
明
ら
か
に
大
化
二
年
の
改
新
之
詔
に
み
え
る
国
郡
制
や
編
戸
の
規
定
が
常
陸
国

で
も
完
全
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は

庚
午
年
籍
段
階
に
認
め
ら
れ
た
地
方
豪
族
の
譜
第
的
記
載
に
準
拠
し
た
も
の
と
考
え

れ
ば
、
天
智
期
ま
で
に
達
成
さ
れ
た
の
は
、
国
宰
（
常
道
頭
）
―
十
一
評
―
五
十
戸

に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
全
国
的
に
は
大
宰
―
国
宰
―
評
―
五
十
戸
の
体

制
が
庚
午
年
籍
以
降
に
確
立
す
る
が
、
一
方
で
氏
と
そ
の
私
有
民
を
公
的
制
度
と
し

て
位
置
付
け
、「
詔
曰
、
諸
氏
貢
二
女
人
）
60
（

一
」、「
詔
曰
、
凡
政
要
者
軍
事
也
。
是
以
文

武
官
諸
人
、
務
習
二
用
レ
兵
、
及
乗
一
レ
馬
。
則
馬
・
兵
并
当
身
裝
束
之
物
、
務
具
儲

足
）
61
（

」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
義
務
的
負
担
と
対
応
さ
せ
て
い
る
（
中
央
で
は
官

人
化
・
武
装
と
軍
役
・
氏
女
貢
納
な
ど
）。

【
庚
午
年
籍
に
お
け
る
京
戸
の
問
題
】

近
年
、「
京
職
・
畿
内
・
七
道
諸
国
」
に
所
在
す
る
庚
午
年
籍
を
写
し
進
め
さ
せ

て
中
務
省
に
置
か
せ
た
と
あ
る
平
安
初
期
の
記
事
を
根
拠
に
）
62
（

、
庚
午
年
籍
に
は
京
戸

が
存
在
し
た
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
）
63
（

。
し
か
し
な
が
ら
、書
写
は
「
左
右
京
職
」

に
対
し
て
命
じ
ら
れ
て
お
り
）
64
（

、
明
ら
か
に
大
宝
令
以
降
に
京
職
は
左
右
京
に
分
化
し

た
の
で
あ
る
か
ら
、「
京
職
・
畿
内
・
七
道
諸
国
」
の
表
記
が
天
智
朝
段
階
の
戸
籍

区
分
を
正
確
に
伝
え
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。加
え
て
七
道
諸
国
の
す
べ
て
、

と
り
わ
け
当
時
立
国
さ
れ
て
い
な
い
辺
境
諸
国
に
庚
午
年
籍
が
作
成
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
く
、
平
安
期
に
お
い
て
「
京
職
」
の
用
字
は
し
ば
し
ば
左
右
京
職
の
略
称
と
し

て
も
用
い
ら
れ
、「
京
職
」の
語
は
天
武
朝
以
降
に
初
見
す
る
の
で
、天
智
朝
の「
京
職
」

に
庚
午
年
籍
が
存
在
し
た
と
の
根
拠
は
薄
弱
で
あ
る
。
京
戸
の
主
要
な
構
成
要
素
で

あ
る
畿
内
有
力
氏
族
の
本
宗
家
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
庚
午
年
籍
に
は
記

載
が
な
く
、甲
子
の
宣
（
六
六
四
）
か
ら
天
武
四
年
（
六
七
五
）
の
部
曲
廃
止
ま
で
は
、

「
大
氏
・
小
氏
・
伴
造
」
と
い
う
氏
単
位
の
編
成
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、

五
十
戸
編
成
と
は
異
な
る
氏
族
制
的
編
成
原
理
に
よ
る
も
の
で
、
少
な
く
と
も
律
令

制
的
な
京
戸
は
未
成
立
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

ち
な
み
に
、『
家
伝
』
鎌
足
伝
に
よ
れ
ば
近
江
に
移
住
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
中

臣
鎌
足
は
（
た
だ
し
、庚
午
年
籍
の
前
年
に
死
去
し
、藤
原
姓
を
賜
与
さ
れ
て
い
る
）、

「
大
倭
国
高
市
郡
人
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
天
武
朝
の
生
ま
れ
で
あ
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る
に
も
か
か
わ
ら
ず
藤
原
武
智
麻
呂
は
「
左
京
人
」
と
の
表
現
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
庚
午
年
籍
以
降
に
京
戸
は
整
備
さ
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

た
だ
し
、甲
子
の
宣
で
定
め
ら
れ
た
中
央
氏
族
の
「
甲
子
年
諸
氏
系
譜
」
認
定
が
、

基
本
的
に
後
の
畿
内
地
域
に
分
散
居
住
す
る
有
力
氏
族
を
網
羅
し
て
お
り
、
こ
れ
が

八
世
紀
以
降
の
京
貫
政
策
に
よ
り
京
戸
と
し
て
把
握
さ
れ
、『
新
撰
姓
氏
録
』
の
左

右
京
に
記
載
さ
れ
た
氏
族
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
連
続
性
は
承
認
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
十
二
月
己
卯
条
に
は
、
河
内
国
を
本
拠
と
す

る
「
手
繦
丹
比
連
・
靭
丹
比
連
」
に
宿
禰
姓
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、『
姓
氏
録
』

右
京
神
別
条
の
丹
比
宿
禰
条
に
は
「
庚
午
年
依
レ
作
二
新
家
、一
加
二
新
家
二
字
、一
為
二

丹
比
新
家
連
一
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
丹
比
宿
禰
は
河
内
国
志
紀
郡
新
家
郷
を

拠
点
と
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
こ
の
段
階
で
は
京
貫
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
）
65
（

。
【
庚
午
年
籍
と
王
子
宮
・
寺
家
】

甲
子
の
宣
と
庚
午
年
籍
に
み
ら
れ
る
補
完
的
な
関
係
お
よ
び
甲
子
の
宣
に
み
ら
れ

る
地
方
豪
族
の
甲
子
の
宣
に
準
拠
し
た
氏
族
的
編
成
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
た
。

庚
午
年
籍
に
お
い
て
全
国
化
し
た
旧
部
民
・
ミ
ヤ
ケ
系
人
民
の
五
十
戸
編
成
の
例
外

な
も
の
は
、
中
央
・
地
方
の
氏
だ
け
で
な
く
、
同
様
な
義
務
的
負
担
を
課
さ
れ
た
王

子
宮
や
寺
社
な
ど
も
対
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
白
村
江
の
敗
戦
以
降
に
お
け

る
戦
時
体
制
の
構
築
に
お
い
て
王
子
宮
や
寺
社
も
ま
た
こ
う
し
た
単
位
と
し
て
認
定

さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
甲
戌
条

讃
岐
守
正
五
位
下
大
伴
宿
禰
道
足
等
言
、
部
下
寒
川
郡
人
物
部
乱
等
廿
六
人
、

庚
午
以
来
、
並
貫
二
良
人
。一
但
庚
寅
校
籍
之
時
、
誤
渉
二
飼
丁
之
色
。一
自
加
二
覆

察
、一
就
令
二
自
理
、一
支
証
的
然
、
已
得
二
明
雪
、一
自
レ
厥
以
来
、
未
レ
附
二
籍
貫
。一

故
皇
子
命
宮
検
二
括
飼
丁
一
之
使
。
誤
二
認
乱
等
、一
為
二
飼
丁
一
焉
。
於
レ
理
斟
酌
、

何
足
二
憑
拠
。一
請
、
従
二
良
色
。一
許
レ
之
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
五
月
庚
戌
条

播
磨
守
従
四
位
上
日
下
部
宿
禰
子
麻
呂
等
言
、
部
下
賀
古
郡
人
外
従
七
位
下
馬

養
造
人
上
款
云
、
人
上
先
祖
吉
備
都
彦
之
苗
裔
、
上
道
臣
息
長
借
鎌
、
於
二
難

波
高
津
朝
庭
、一
家
二
居
播
磨
国
賀
古
郡
印
南
野
一
焉
。
其
六
世
之
孫
牟
射
志
、
以

二
能
養
一レ
馬
、
仕
二
上
宮
太
子
、一
被
レ
任
二
馬
司
。一
因
レ
斯
。
庚
午
年
造
レ
籍
之
日
、

誤
編
二
馬
養
造
。一
伏
願
、
取
二
居
地
之
名
。一
賜
二
印
南
野
臣
之
姓
。一
国
司
覆
審
、

所
レ
申
有
レ
実
。
許
レ
之
。

前
者
は
、
故
皇
子
命
宮
（
高
市
皇
子
か
）
66
（

）、
後
者
は
上
宮
（
厩
戸
王
子
）
に
仕
え
て

い
た
「
飼
丁
」
や
「
馬
養
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
従
属
度
の
高
い
家
部
あ
る
い
は
品

部
・
雑
戸
的
な
地
位
に
あ
っ
た
者
の
処
置
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は

庚
寅
年
籍
の
段
階
に
お
い
て
は
、国
司
で
は
な
く
「
故
皇
子
命
宮
検
二
括
飼
丁
一
之
使
」

が
「
飼
丁
」
と
い
う
身
分
上
の
帰
属
を
判
断
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

律
令
制
下
に
お
い
て
よ
う
や
く
讃
岐
守
や
播
磨
守
が
こ
う
し
た
誤
り
を
訂
正
す
る
権

限
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
讃
岐
国
寒
川
郡
」
や
「
播
磨
国
賀
古
郡
」

と
い
う
領
域
的
な
国
郡
制
下
の
編
戸
に
お
い
て
、
彼
ら
の
帰
属
が
再
検
討
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
和
銅
の
段
階
に
お
い
て
も
高
市
皇
子
宮
（
北
宮
）
の
家
産
と
家
政
機
関
の

実
質
は
、
長
屋
王
に
継
承
さ
れ
て
い
た
）
67
（

。『
常
陸
国
風
土
記
』
に
は
天
智
期
に
軽
直

里
麿
が
「
遣
レ
検
二
藤
原
内
大
臣
之
封
戸
一
」
と
し
て
常
陸
国
に
派
遣
さ
れ
た
と
あ
る

よ
う
に
、
有
力
な
氏
や
王
族
に
は
、
独
立
的
な
経
営
体
と
し
て
の
実
質
が
認
め
ら
れ

て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
中
央
氏
族
の
「
甲
子
年
諸
氏
系
譜
」
と
同
じ
く
、
王
族
の
宮

＝
家
産
機
構
単
位
で
所
封
民
（
民
部
・
家
部
）
が
登
録
さ
れ
、「
人
上
先
祖
吉
備
都

彦
之
苗
裔
、
上
道
臣
息
長
借
鎌
、
於
二
難
波
高
津
朝
庭
、一
家
二
居
播
磨
国
賀
古
郡
印

南
野
一
焉
。
其
六
世
之
孫
牟
射
志
、
以
二
能
養
一レ
馬
、
仕
二
上
宮
太
子
、一
被
レ
任
二
馬
司
一
」

と
あ
る
よ
う
な
、
王
子
宮
へ
の
奉
仕
の
伝
統
の
記
録
化
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
孝
徳
期
の
皇
太
子
奏
請
文
に
お
い
て
、「
入
部
」

献
上
（
五
十
戸
ご
と
の
仕
丁
負
担
）
を
前
提
に
認
め
ら
れ
た
「
所
封
民
」（
王
族
に

よ
る
固
有
の
管
理
が
認
め
ら
れ
た
部
分
、
湯
沐
や
北
宮
功
封
お
よ
び
家
人
的
な
宮
奴

婢
な
ど
）
の
こ
と
を
示
す
。
天
武
四
年
の
部
曲
廃
止
以
後
は
、
王
子
宮
内
部
に
維
持
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さ
れ
た
ツ
カ
サ
の
解
体
お
よ
び
王
族
の
官
人
化
を
前
提
に
）
68
（

、
律
令
制
的
な
定
量
化
さ

れ
た
封
物
お
よ
び
労
働
力
の
み
が
封
主
の
得
分
と
な
っ
て
い
く
。
史
料
が
示
す
よ
う

に
、宮
奴
婢
的
な
存
在
の
多
く
は
形
骸
化
し
て
公
民
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
様
に
、
寺
院
に
お
い
て
も
有
名
な
紀
寺
の
奴
に
つ
い
て
「
謹
奉
二
厳
勅
一
捜
二
古

記
文
、一
有
二
僧
綱
所
一
庚
午
籍
、
書
二
寺
賎
名
）
69
（

一
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
古
記
文
」
に

よ
れ
ば
、
玄
蕃
寮
の
統
属
下
に
あ
る
「
僧
綱
所
」
が
「
庚
午
籍
」
を
管
理
し
て
い
た

こ
と
は
重
要
で
、「
庚
午
籍
」
に
は
寺
院
単
位
の
「
寺
賤
」
の
リ
ス
ト
が
存
在
し
た

可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
本
来
は
紀
臣
の
家
部
的
な
存
在
で
あ
っ
た
も
の
が
、
あ
る

時
期
に
家
産
の
分
割
を
防
ぐ
目
的
で
、
施
入
さ
れ
て
紀
寺
の
奴
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
良
賤
身
分
の
固
定
は
、

『
延
喜
式
』
刑
部
式

凡
父
母
縁
二
貧
窮
一
売
レ
兒
為
レ
賤
。
其
事
在
二
己
丑
年
以
前
。一
任
依
二
元
契
。一
若

売
在
二
庚
寅
年
以
後
一
及
因
二
負
債
一
被
二
強
充
一レ
賤
并
余
親
相
売
者
皆
改
為
レ
良
。

不
レ
須
レ
論
レ
罪
。
其
大
宝
二
年
制
レ
律
以
後
依
レ
法
科
断
。

と
あ
る
よ
う
に
、
庚
寅
年
籍
以
降
で
あ
る
が
、
寺
院
に
お
け
る
家
部
の
よ
う
な
存
在

は
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
所
有
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
前
掲

の
「
飼
丁
の
色
」
や
「
未
レ
附
二
籍
貫
一
」
と
い
う
表
現
は
一
般
の
公
戸
籍
に
付
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
、
持
統
期
に
み
え
る
「
氏
祖
時
所
レ
免
奴
婢
既
除
レ
籍
）
70
（

」
と

い
う
場
合
の
除
か
れ
た
籍
＝
特
殊
籍
（
氏
毎
の
家
部
籍
）
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い

か
。
天
武
四
年
以
前
に
は
、諸
氏
だ
け
で
な
く
王
子
宮
や
寺
社
ご
と
に
こ
う
し
た「
民

部
・
家
部
」
籍
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

持
統
期
の
良
賎
身
分
の
固
定
と
は
、
民
部
・
家
部
の
解
消
と
氏
賎
の
認
定
で
あ
り
、

家
部
姓
の
庚
寅
籍
で
の
成
立
が
想
定
さ
れ
）
71
（

、
最
終
的
に
庚
寅
年
籍
の
里
制
で
、
民
部
・

家
部
＝
部
曲
の
多
く
が
包
含
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、庚
午
年
籍
の
段
階
で
氏
・

宮
・
寺
の
「
家
部
」
で
あ
っ
た
も
の
は
、
庚
寅
年
籍
に
お
い
て
は
一
般
の
公
戸
籍
と

は
区
別
さ
れ
た
「
氏
賤
」「
宮
奴
婢
」「
寺
賤
」
な
ど
と
し
て
表
記
さ
れ
、
身
分
の
固

定
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
氏
・
宮
・
寺
の
家
産
機
構
を
単
位
と
し
た
負
担
体
系

が
、
公
民
制
の
成
立
に
よ
り
解
体
さ
れ
、
部
曲
（
＝
民
部
・
家
部
）
の
一
般
籍
（
五
十

戸
＝
里
）
へ
の
編
入
と
、
国
司
に
よ
る
管
理
が
徹
底
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
天
武
期
の
封
戸
政
策
】

天
武
四
年
の
部
曲
廃
止
（
Ａ
）
と
連
動
し
て
天
武
期
の
封
戸
政
策
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
ま
ず
天
武
五
年
四
月
に
諸
王
・
諸
臣
に
対
す
る
「
封
戸
之
税
」
を
西
国
か
ら

東
国
に
変
更
し
て
い
る
（
Ｂ
）。
こ
の
時
期
の
封
戸
は
令
制
の
封
戸
（
租
の
半
分
、

調
庸
の
全
部
、
封
丁
の
徴
発
）
と
は
異
な
り
、
封
戸
の
出
挙
稲
（
税
）
を
運
用
す
る

こ
と
も
可
能
で
、
徭
役
労
働
へ
の
徴
発
も
頻
繁
で
あ
っ
た
）
72
（

。
こ
れ
は
同
年
五
月
に
、

『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
五
月
庚
午
条

宣
下
進
レ
調
過
二
期
限
一
国
司
等
之
犯
状
上
云
々

と
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
封
主
に
よ
る
「
封
戸
の
税
」
の
徴
収
権
の
留
保

と
国
司
に
よ
る
調
の
徴
収
権
の
併
存
状
況
が
み
ら
れ
、
過
渡
期
的
様
相
を
示
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
甲
子
の
宣
で
定
め
ら
れ
た
諸
氏
に
対
し
て
は
、
改
新
之
詔
に
見
え

る
「
大
夫
以
上
」
へ
の
食
封
＝
民
部
・
家
部
が
認
め
ら
れ
、
天
智
期
に
軽
直
里
麿
が

「
藤
原
内
大
臣
封
戸
」
を
遣
検
し
た
と
あ
る
よ
う
に
、新
た
に
任
命
さ
れ
た
国
司
（
国

宰
）
と
は
独
立
し
た
徴
収
権
が
留
保
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、王
族
に
対
し
て
は
皇
太
子
奏
の「
入
部
」献
上（
入
部
の
王
民
化
）以
外
の「
所

封
民
」（
湯
沐
）が
王
族
へ
の
旧
食
封
と
し
て
定
め
ら
れ
皇
子
宮
の
実
質
は
存
続
し
た
。

お
そ
ら
く
大
海
人
皇
子
が
美
濃
に
派
遣
し
た「
安
八
磨
郡
湯
沐
令
」多
臣
品
治
や
、「
屯

田
司
舎
人
」
土
師
連
馬
手
も
同
様
な
存
在
で
あ
り
、
国
司
と
は
併
記
さ
れ
て
い
る
）
73
（

。

皇
大
弟
宮
舎
人
が「
私
糧
」を
運
ん
だ
り
、「
湯
沐
之
米
」を
運
ぶ「
伊
勢
国
駄
五
十
匹
」

の
記
載
も
こ
う
し
た
独
自
の
徴
収
・
運
搬
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
）
74
（

。
こ
れ
ら
を
図

式
化
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

皇
子
私
有
の
子
代
・
屯
倉

↓
入
部
献
上
と
旧
食
封
（
所
封
民
）
認
定
（
大
化

二
／
皇
太
子
奏
）

入
部
＝
名
代
（
含
押
坂
部
）
＝
王
民
↓
献
上
／
所
封
民
＝
王
族
旧
食
封
↓
維

持
（
湯
沐
）
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豪
族
所
有
の
部
曲
・
田
処

↓
旧
食
封
（
民
部
・
家
部
）
認
定
（
天
智
三
）

↓
王
族
・
豪
族
旧
食
封
＝
部
曲
の
廃
止
（
天
武
四
）

こ
れ
に
よ
り
、
庚
午
年
籍
段
階
で
は
「
国
家
所
有
公
民
」
＝
評
・
五
十
戸
系
列
と
は

異
な
る
、「
大
小
所
領
人
衆
」
＝
旧
食
封
と
い
う
扱
い
が
諸
氏
・
王
家
・
寺
家
の
民
部
・

家
部
に
は
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
五
十
戸
や
評
単
位
の
負
担
に
等
値
さ
れ
る
ツ
カ

サ
の
経
営
を
前
提
と
し
た
諸
氏
・
王
家
・
寺
家
単
位
の
負
担
が
明
確
化
し
た
の
で
あ

る
。
義
務
的
負
担
と
し
て
は
官
人
化
・
武
装
と
軍
役
・
氏
上
へ
の
拝
礼
と
氏
女
貢
納

（
天
武
八
年
）・
京
内
二
四
寺
の
法
会
（
同
九
年
）
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

天
武
五
年
八
月
に
は
、
部
曲
廃
止
に
対
応
し
て
、「
親
王
以
下
小
錦
以
上
大
夫
、

及
皇
女
・
姫
王
・
内
命
婦
等
」
に
対
し
て
食
封
が
与
え
ら
れ
た
（
Ｃ
）。
三
等
戸
編

制
に
よ
る
旧
五
十
戸
封
戸
へ
の
切
り
換
え
で
あ
り
、認
定
さ
れ
た
氏
上
で
は
な
く「
小

錦
以
上
大
夫
」と
い
う
五
位
相
当
以
上
の
官
人
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
点
が
新
し
い
。

さ
ら
に
皇
女
・
姫
王
・
内
命
婦
へ
の
食
封
の
拡
大
は
飛
鳥
池
木
簡
に
み
ら
れ
る
「
大

伯
皇
子
宮
物
」
な
ど
ヒ
メ
ミ
コ
宮
の
創
設
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
）
75
（

。

天
武
十
一
年
三
月
に
は
、
親
王
や
諸
臣
が
有
し
て
い
た
古
い
タ
イ
プ
の
食
封
（
氏

上
に
対
す
る
部
曲
食
封
）
が
全
廃
さ
れ
た
（
Ｄ
）。
こ
れ
に
よ
り
部
曲
封
戸
（
民
部
）

の
旧
五
十
戸
編
入
に
よ
る
五
十
戸
＝
里
再
編
の
前
提
条
件
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
戸
口
数
を
平
均
化
し
た
標
準
戸
編
制
を
前
提
と
す
る
里
制
封
戸
へ
の
再

編
で
あ
り
、
天
武
朝
後
半
以
降
に
お
け
る
領
域
的
な
里
制
の
開
始
（「
五
十
戸
」
記

載
か
ら
「
里
」
記
載
へ
の
変
化
は
、
浄
御
原
令
の
先
行
施
行
に
よ
る
）
76
（

）
と
令
制
国
の

成
立
が
可
能
と
な
っ
た
。
族
姓
的
な
要
素
が
濃
厚
な
庚
午
年
籍
と
領
域
的
な
庚
寅
年

籍
に
は
明
ら
か
に
断
絶
が
存
在
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
こ
こ
ま
で
孝
徳
期
か
ら
持
統
期
に
至
る
五
十
戸
編
成
の
内
実
を
中
心

に
公
民
制
の
形
成
過
程
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
論
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
。

①
部
民
集
団
を
母
体
と
す
る
五
十
戸
は
必
ず
し
も
部
名
五
十
戸
と
表
記
す
る
と
は
限

ら
ず
、
反
対
に
非
部
名
五
十
戸
の
ミ
ヤ
ケ
系
列
も
国
造
や
渡
来
系
の
人
間
集
団
を

前
提
に
組
織
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
、
非
部
名
五
十
戸
だ
か
ら
領
域
的
で
あ
る
と

い
う
単
純
な
議
論
は
成
立
し
な
い
と
結
論
し
た
。
ま
た
、
五
十
戸
に
は
課
税
単
位

の
性
格
が
強
く
、
律
令
制
下
の
よ
う
に
戸
口
全
体
の
把
握
は
ま
だ
不
要
で
あ
っ
た

こ
と
、
評
と
五
十
戸
の
行
政
的
な
重
層
性
は
、
当
初
は
弱
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。

②
大
化
期
の
政
策
を
分
析
し
、
豪
族
が
己
民
（
部
曲
）
を
置
い
て
駆
使
し
て
い
る
と

の
現
状
認
識
に
対
し
て
「
子
代
」
と
「
部
曲
」
を
合
わ
せ
た
「
品
部
」
全
体
を
国

家
民
と
す
る
理
念
が
宣
言
さ
れ
た
が
、
具
体
的
政
策
と
し
て
実
現
さ
れ
た
の
は
、

子
代
か
ら
の
仕
丁
の
献
上
に
よ
る
「
国
家
民
」
化
だ
け
で
あ
り
、
豪
族
部
名
を
付

せ
ら
れ
た
「
部
曲
」
の
王
民
化
は
、
天
智
期
に
お
け
る
民
部
・
家
部
の
設
定
ま
で

遅
れ
、そ
の
内
容
も
数
量
的
把
握
と
限
定
に
す
ぎ
ず
、名
目
的
な
仕
丁
や
戸
別
（
男

身
）
の
調
に
留
ま
り
、
王
族
や
豪
族
や
有
す
る
権
益
は
あ
ま
り
変
化
せ
ず
、
よ
う

や
く
天
武
期
以
降
の
部
曲
廃
止
に
お
い
て
公
民
制
へ
の
転
換
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
を
論
じ
た
。

③
甲
子
の
宣
に
よ
り
、
中
央
氏
族
の
「
甲
子
年
諸
氏
系
譜
」
認
定
（
た
だ
し
リ
ス
ト

化
は
大
氏
と
小
氏
の
み
）
と
、「
其
」（
大
氏
・
小
氏
と
伴
造
等
）
の
民
部
家
部
＝

部
曲
は
、
氏
別
に
ま
と
め
ら
れ
、
庚
午
年
籍
と
は
補
完
的
に
扱
わ
れ
た
。
庚
午

年
籍
段
階
に
は
、
諸
国
の
国
造
・
伴
造
氏
の
氏
記
録
化
と
、
部
民
や
ミ
ヤ
ケ
系
の

五
十
戸
編
成
と
が
別
扱
い
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
央
・
地
方
の
氏
別

編
成
を
除
外
し
た
し
た
と
こ
ろ
で
、
課
税
単
位
と
し
て
の
五
十
戸
編
成
が
お
こ
な

わ
れ
る
と
い
う
二
元
的
な
編
成
で
あ
り
、
領
域
的
な
編
戸
と
し
て
は
不
十
分
な
段

階
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
。

④
庚
午
年
籍
に
お
い
て
全
国
化
し
た
旧
部
民
・
ミ
ヤ
ケ
系
人
民
の
五
十
戸
編
成
の
例

外
な
も
の
は
、
中
央
・
地
方
の
氏
だ
け
で
な
く
、
同
様
な
義
務
的
負
担
を
課
さ
れ
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た
王
子
宮
や
寺
社
な
ど
も
対
象
で
あ
っ
た
。
白
村
江
の
敗
戦
以
降
に
お
け
る
戦
時

体
制
の
構
築
に
お
い
て
王
子
宮
や
寺
社
も
ま
た
こ
う
し
た
単
位
と
し
て
認
定
さ
れ

た
。庚
午
年
籍
段
階
で
は「
国
家
所
有
公
民
」＝
評
・
五
十
戸
系
列
と
は
異
な
る
、「
大

小
所
領
人
衆
」
＝
旧
食
封
と
い
う
扱
い
が
諸
氏
・
王
家
・
寺
家
の
民
部
・
家
部
に

は
な
さ
れ
た
。

以
上
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
庚
午
年
籍
か
ら
庚
寅
年
籍
の
間
に
族
制
的
な
編
成
か
ら
領

域
的
な
編
成
へ
と
質
的
な
転
換
を
遂
げ
た
こ
と
に
な
る
。

関
連
す
る
評
制
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
私
見
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
）
77
（

。
す

な
わ
ち
、改
新
之
詔
と
戸
令
定
郡
条
に
み
え
る
郡
（
評
）
の
等
級
規
定
に
つ
い
て
は
、

原
理
的
に
大
き
な
違
い
が
存
在
す
る
。
単
な
る
里
数
の
多
少
だ
け
で
は
な
く
、
一
国

に
匹
敵
す
る
大
郡
（
評
）
や
一
里
に
等
し
い
小
郡
（
評
）
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
大
宝
令
以
降
に
お
け
る
郡
と
連
続
し
な
い
評
は
、
大
評
お
よ
び
小

評
が
該
当
す
る
。
成
立
期
の
評
が
、
遅
れ
て
天
武
朝
後
半
期
に
成
立
す
る
令
制
国
や

里
の
存
在
を
あ
ら
か
じ
め
想
定
せ
ず
に
、
そ
の
大
小
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
な

に
よ
り
も
行
政
区
画
と
し
て
の
未
熟
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。評
は
郡
と
は
異
な
り
、

里
＝
五
十
戸
の
編
成
を
必
ず
し
も
前
提
と
せ
ず
、「
駅
評
」
の
よ
う
に
二
里
以
下
で

も
任
意
の
人
間
集
団
を
編
成
で
き
る
点
が
大
き
な
特
質
で
あ
っ
た
。
領
域
的
・
均
質

的
な
郡
制
へ
の
移
行
の
前
段
階
と
し
て
、
緩
や
か
に
人
間
集
団
を
編
成
・
支
配
す
る

と
い
う
評
制
の
本
質
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
。
伴
造
―
部
民
制
的
な
旧
来
の
編
成

原
理
を
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
な
し
に
、
人
間
集
団
と
奉
仕
先
の
一
対
一
の
対
応
と

い
う
限
定
を
つ
け
る
こ
と
が
成
立
期
の
評
の
属
性
で
あ
り
、国
造
だ
け
で
な
く
駅
家
・

神
社
・
宮
な
ど
多
様
な
奉
仕
先
が
存
在
し
た
。
行
政
区
画
と
し
て
の
均
質
な
領
域
性

の
保
持
は
孝
徳
朝
段
階
に
は
深
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
極
端
に
い
え
ば
、
特

定
の
奉
仕
先
と
人
間
集
団
の
存
在
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
領
域
的
に
は
同

心
円
や
斑
状
な
分
布
や
飛
び
地
的
な
在
り
方
も
存
在
し
た
。「
香
山
正
倉
」（
大
倭
国

正
税
帳
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
郡
域
を
超
え
る
出
挙
も
、
均
質
な
領
域
性
を
有
さ
な

い
評
制
の
本
質
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
評
と
い
う
単
位
で
の

貢
納
奉
仕
関
係
の
一
元
化
・
明
確
化
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
孝
徳
朝
の
「
天
下
立

評
」
は
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
郡
に
連
続
す
る
領
域
的
な
行
政
区
画
と
し
て
の
側
面

は
過
大
に
評
価
で
き
な
い
。
孝
徳
期
の
改
革
は
、
行
政
区
画
の
設
定
よ
り
も
重
層
化

し
た
徴
税
単
位
の
設
定
に
重
点
が
あ
り
、
国
造
の
も
と
で
官
家
を
拠
点
と
す
る
統
一

的
、
直
接
的
な
税
の
貢
納
お
よ
び
人
の
徴
発
を
構
想
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
具

体
的
に
は
国
造
か
ら
は
、
広
域
の
徭
役
労
働
・
兵
士
役
の
徴
発
・
馬
の
貢
納
な
ど
で
、

評
造
か
ら
は
采
女
・
兵
衛
の
仕
養
物
（
養
＝
庸
）
や
兵
庫
の
造
営
管
理
、
五
十
戸
造

は
、
仕
丁
の
仕
養
物
（
養
＝
庸
）
や
男
身
（
戸
別
）
の
調
な
ど
の
貢
納
が
官
家
の
階

層
化
に
よ
り
果
た
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
五
十
戸
制
と
同
じ
く
、
評
制
も
人
間
集
団

の
編
成
に
お
い
て
共
通
し
、
郡
制
と
比
較
し
て
原
理
的
に
異
な
る
側
面
を
有
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
の
記
載
を
基
本
的
に
信
頼
す
る
立
場
に
お
い
て
は
、
木
簡
の
国
―

評
―
五
十
戸
記
載
が
天
智
朝
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
皇

大
神
宮
儀
式
帳
」
の
記
載
に
見
え
る
「
天
下
立
評
」
と
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
「
立

郡
記
事
」
や
「
坂
東
八
国
」
の
分
立
を
評
価
し
て
、
国
と
評
の
成
立
は
孝
徳
期
を
画

期
と
し
、
こ
れ
ら
が
基
本
的
に
は
八
世
紀
の
国
郡
制
に
連
続
す
る
と
い
う
見
解
が
提

起
さ
れ
て
い
る
）
78
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
段
階
の
五
十
戸

は
、
律
令
制
下
の
里
制
と
は
大
き
な
質
的
な
断
絶
が
あ
り
、
こ
う
し
た
見
解
を
そ
の

ま
ま
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五
十
戸
と
同
じ
く
、
大
宰
総
領
―
国
宰
制
も
令
制
国
と
は
地
方
行
政
単
位
と
し
て

大
き
く
質
的
に
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、こ
の
検
討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（
1
）
狩
野
久
「
部
民
制
と
国
造
制
」（『
発
掘
文
字
が
語
る
古
代
王
権
と
列
島
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
〇
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）。

（
2
）
『
日
本
書
紀
』
成
務
五
年
九
月
条
。

（
3
）
『
日
本
書
紀
』
允
恭
二
年
二
月
己
酉
条
。

（
4
）
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
三
月
甲
子
条
。

註
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（
5
）
『
日
本
書
紀
』
皇
極
二
年
十
一
月
丙
子
条
。

（
6
）
薗
田
香
融
「
律
令
国
郡
政
治
の
成
立
過
程
」（『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九

八
一
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）
は
、
評
司
へ
の
任
用
視
角
を
記
し
て
い
る
と
す
る
が
、
五
十
戸

造
も
同
様
と
考
え
る
。

（
7
）
薗
田
香
融
註
（
6
）
前
掲
論
文
。
井
内
誠
司
「
国
評
制
・
国
郡
制
支
配
の
特
質
と
倭
王
権
・

古
代
国
家
」（『
歴
史
学
研
究
』
七
一
六
、一
九
九
八
年
）。
拙
稿
「
貴
族
・
地
方
豪
族
の
イ
エ
と

ヤ
ケ
」（『
古
代
王
権
と
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）。

（
8
）
狩
野
久
「
律
令
国
家
の
形
成
」（『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）。
岩
宮
隆
司「
律
令
里
制
の
歴
史
的
前
提
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

一
六
九
、
二
〇
〇
〇
年
）。
駅
評
の
よ
う
に
里
レ
ベ
ル
の
評
が
存
在
す
る
こ
と
も
、
本
来
的
な

評
と
五
十
戸
の
重
層
性
を
否
定
し
、
異
な
る
課
税
単
位
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
。

（
9
）
鶴
見
泰
寿
「
七
世
紀
の
宮
都
木
簡
」（『
木
簡
研
究
』
一
〇
、一
九
九
八
年
）。

（
10
）
市
大
樹
「
飛
鳥
藤
原
出
土
の
評
制
下
荷
札
木
簡
」（『
飛
鳥
藤
原
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、

二
〇
一
〇
年
、
初
出
二
〇
〇
六
年
）。

（
11
）
近
年
出
土
し
た
「
乙
丑
年
」（
天
智
四
年
）
の
年
紀
を
有
す
る
「
三
野
国
ム
下
評
五
十
戸
」

の
木
簡
（『
飛
鳥
・
藤
原
宮
木
簡
概
報
』
一
七
―
三
四
号
）
を
重
視
し
て
、
天
智
朝
以
前
、
と

り
わ
け
孝
徳
期
の
品
部
廃
止
に
連
動
し
た
地
方
行
政
機
構
の
整
備
を
想
定
す
る
議
論
が
あ
る

（
市
大
樹
前
掲
註
（
10
）
論
文
、
吉
川
真
司
「
律
令
体
制
の
形
成
」『
日
本
史
講
座
１
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）。
し
か
し
な
が
ら
、「
木
簡
の
形
状
、
あ
る
い
は
書
式
、
形
態
等
が
、

実
は
乙
丑
年
で
は
な
く
て
、
十
年
下
っ
た
丁
丑
年
の
同
じ
三
野
国
か
ら
出
た
木
簡
と
た
い
へ
ん

よ
く
似
て
い
る
こ
と
」
か
ら
、「
こ
の
一
点
だ
け
で
も
っ
て
天
智
四
年
に
本
当
に
さ
か
の
ぼ
る

か
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
は
、
な
お
若
干
留
保
は
必
要
」
と
の
見
解
も
あ
る
（
渡
辺
晃
宏
「
古

代
地
方
木
簡
の
世
紀
」
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
『
古
代
地
方
木
簡
の
世
紀
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出

版
、
二
〇
〇
八
年
）。
現
状
で
は
時
間
的
に
連
続
し
て
評
・
五
十
戸
（
天
武
十
二
年
以
降
は
里
）

を
階
層
的
に
併
記
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
部
曲
が
廃
止
さ
れ
る
天
武
四
年
以
降
で
あ
る
こ
と
が

確
実
な
の
で
、
少
な
く
と
も
天
智
期
以
前
に
大
き
な
画
期
を
想
定
す
る
こ
と
は
慎
重
な
立
場
に

立
つ
。

（
12
）
市
大
樹
前
掲
註
（
10
）
論
文
、
三
六
六
頁
。

（
13
）
早
川
庄
八
「
律
令
制
の
形
成
」（『
天
皇
と
古
代
国
家
』
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出

一
九
七
五
年
）、
一
二
八
頁
な
ど
。

（
14
）
市
大
樹
前
掲
註
（
10
）
論
文
、
三
六
六
頁
。

（
15
）
『
日
本
書
紀
』
推
古
二
十
八
年
是
歳
条
に
「
皇
太
子
・
嶋
大
臣
共
議
之
、
録
二
天
皇
記
及
国
記
、

臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
百
八
十
部
并
公
民
等
本
記
一
」
と
見
え
る
公
民
は
百
八
十
部
と
対
に
な

り
部
民
と
伴
造
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）
ミ
ヤ
ケ
制
に
つ
い
て
は
拙
稿「
貴
族
・
地
方
豪
族
の
イ
エ
と
ヤ
ケ
」（『
古
代
王
権
と
支
配
構
造
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）、
国
造
制
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
古
代
東

国
と
「
譜
第
」
意
識
」（
同
前
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。
な
お
、
大
国
造
や
国
県
制
を
根

拠
に
領
域
支
配
を
実
現
し
た
新
し
い
地
方
官
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
対
し
て
は（
石
母
田
正『
著

作
集
』
三
、
日
本
の
古
代
国
家
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
初
出
一
九
七
一
年
、
井
上
光
貞

「
国
造
制
の
成
立
」『
著
作
集
』
三
、古
代
国
家
の
形
成
、一
九
八
五
年
、初
出
一
九
六
〇
年
な
ど
）、

国
造
の
多
様
性
を
強
調
し
、
領
域
支
配
は
論
証
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
狩
野
久
「
部
民
制
と
国

造
制
」（
註
（
1
）
前
掲
書
）
の
見
解
を
支
持
す
る
。

（
17
）
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
木
簡
概
報
』
一
七
、
三
四
号
。

（
18
）
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
正
月
甲
子
条
。

（
19
）
関
晃
「
大
化
前
代
に
お
け
る
皇
室
私
有
民
」（『
関
晃
著
作
集
』
二
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

六
年
、
初
出
一
九
六
五
年
）
は
、
子
代
と
屯
倉
と
の
密
接
な
関
係
を
述
べ
る
。

（
20
）
『
日
本
書
紀
』
持
統
三
年
十
月
辛
未
条
。

（
21
）
『
日
本
書
紀
』
持
統
五
年
四
月
辛
丑
条
。

（
22
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
四
年
四
月
壬
午
条
。

（
23
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
六
年
九
月
己
丑
条
。

（
24
）
早
川
庄
八
註
（
13
）
前
掲
論
文
、鎌
田
元
一
「
評
の
成
立
と
国
造
」（『
律
令
公
民
制
の
研
究
』

塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
七
七
年
）
な
ど
。

（
25
）
原
秀
三
郎
「
大
化
改
新
論
批
判
序
説
」（『
日
本
古
代
国
家
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
八
〇
年
、
初
出
一
九
六
六
・
六
七
年
）、
狩
野
久
「
部
民
制
」（『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
七
〇
年
）
は
、
部
民
廃
止
を
甲
子
の
宣
の
段
階

ま
で
遅
ら
せ
品
部
廃
止
詔
を
疑
う
。
早
川
庄
八
註
（
13
）
前
掲
論
文
、
鎌
田
元
一
註
（
24
）
前

掲
論
文
は
、
王
民
と
部
曲
を
区
別
し
、
非
部
民
を
含
む
豪
族
私
有
民
の
廃
止
を
強
調
す
る
。
私

見
は
後
者
の
立
場
を
基
本
的
に
支
持
す
る
。

（
26
）
「
己
民
」
の
解
釈
は
、
狩
野
久
（
註
（
25
）
前
掲
論
文
、
一
五
頁
）
に
従
い
、
豪
族
私
有
民

で
は
な
く
、
臣
連
伴
造
以
下
が
統
率
し
た
「
王
に
帰
属
さ
れ
る
べ
き
民
」
と
理
解
す
る
。

（
27
）
鎌
田
元
一
「「
部
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
察
」（
註
（
24
）
前
掲
書
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出

一
九
八
四
年
）
は
、
品
部
が
部
一
般
を
示
し
、
部
曲
（
民
部
）
も
部
民
で
あ
る
と
し
て
、
品
部

が
王
権
の
民
と
し
て
側
面
を
強
調
す
る
の
に
対
し
て
、
部
曲
は
豪
族
の
領
有
・
支
配
の
側
面
を

強
調
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
部
民
が
本
来
有
す
る
二
面
性
を
強
調
す
る
。

（
28
）
北
村
文
治
「
改
新
後
の
部
民
政
策
に
関
す
る
試
論
」（『
大
化
改
新
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
五
七
年
）。（
大
）
家
部
が
畿
内
と
西
国
に
多
く
分
布
す
る
こ

と
と
、
部
曲
が
廃
止
さ
れ
た
直
後
に
「
勅
、
諸
王
・
諸
臣
被
レ
給
封
戸
之
税
者
、
除
二
以
西
国
、一
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相
易
給
二
以
東
国
一
」（『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
四
月
辛
亥
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
西
国
か
ら

東
国
に
王
臣
に
対
す
る
「
封
戸
之
税
」
が
割
り
代
え
ら
れ
た
こ
と
は
連
動
し
て
お
り
、
そ
れ
ま

で
黙
認
さ
れ
て
い
た
王
臣
の
民
部
・
家
部
に
対
す
る
直
接
支
配
を
公
民
化
を
前
提
に
否
定
し
た

も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

（
29
）
拙
稿
「
六
、
七
世
紀
の
宮
と
支
配
関
係
」（『
考
古
学
研
究
』
五
五
―
二
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
30
）
石
母
田
正
「
日
本
の
古
代
国
家
」（『
著
作
集
』
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
九
七
一

年
）
は
、
す
で
に
五
、
六
世
紀
に
王
民
制
が
編
成
原
理
と
な
っ
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
当
時
は
豪
族
の
「
氏
」
に
よ
る
「
タ
テ
割
り
」
的
体
制
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
王

の
民
と
し
て
の
建
前
（
統
一
体
に
属
す
る
王
民
の
分
割
所
有
）
は
そ
れ
と
共
存
す
る
も
の
で
、

必
ず
し
も
矛
盾
と
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
孝
徳
期
以
降
に
政
策
と
し
て
自
覚
さ
れ

る
王
民
制
の
徹
底
は
、部
民
制
が
有
し
た
二
面
性
（
王
の
民
で
あ
る
と
と
も
に
部
曲
で
も
あ
る
）

の
う
ち
、「
私
民
」
化
の
進
行
に
対
し
て
、
前
者
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
り
、
旧
来
の
部

民
制
の
否
定
に
つ
な
が
る
も
の
に
な
る
。「
無
姓
」
の
民
に
対
す
る
カ
バ
ネ
付
与
は
、
一
面
で

部
民
の
拡
大
で
は
あ
る
が
、
部
曲
と
い
う
分
割
所
有
の
側
面
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
公
民
制

の
前
提
と
も
な
っ
た
。

（
31
）
具
体
的
な
過
程
を
説
明
す
る
な
ら
ば
③
の
「
皇
太
子
奏
請
文
」
は
、
②
「
改
新
之
詔
」
の
原

則
に
し
た
が
っ
て
、
王
土
王
民
的
な
建
前
か
ら
王
族
に
よ
る
大
王
へ
の
定
量
的
な
課
役
負
担
を

新
た
に
開
始
す
る
宣
言
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
理
念
と
し
て
は
「
入
部
」（
国
家

の
民
と
し
て
王
民
化
さ
れ
、
廃
止
さ
れ
る
べ
き
部
民
）
と
「
所
封
民
」（
字
義
と
し
て
は
湯
沐
・

上
宮
乳
部
の
よ
う
な
旧
食
封
で
あ
る
が
、
王
民
化
し
た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
王
族
に
よ
る
固

有
の
管
理
が
国
家
か
ら
認
め
ら
れ
た
部
分
、
入
部
と
の
対
比
で
は
、
私
有
の
性
格
が
強
く
、
ま

だ
部
姓
の
な
い
家
人
的
形
態
の
家
部
な
ど
を
示
す
か
）
の
二
類
型
に
対
し
て
五
十
戸
ご
と
の
仕

丁
負
担
を
王
民
と
し
て
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
実
質
は
王
子
宮
内
部
の

ツ
カ
サ
の
運
営
費
と
し
て
温
存
さ
れ
、
基
本
的
に
天
武
四
年
の
部
曲
廃
止
ま
で
存
続
す
る
。
反

対
に
王
子
宮
内
部
に
維
持
さ
れ
た
ツ
カ
サ
が
解
体
さ
れ
、
王
族
の
官
人
化
を
前
提
に
律
令
制
的

な
定
量
化
さ
れ
た
封
物
お
よ
び
労
働
力
の
み
が
封
主
の
得
分
と
な
る
の
は
、
天
武
朝
以
降
と
判

断
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
具
体
的
に
は
入
部
は
王
族
が
所
有
し
、
豪
族
が
管
理
し
た
民
部
（
旧
部
民
）、

所
封
民
は
そ
れ
以
外
の
家
部
（
家
人
的
奴
婢
）
が
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
臣
下
「
所
有
」

の
子
代
入
部
、
皇
子
「
私
有
」
の
御
名
入
部
を
新
た
に
大
王
の
み
が
「
使
役
」
す
る
と
い
う
王

民
制
的
原
則
を
確
認
し
、
そ
の
う
え
で
国
造
の
屯
倉
献
上
と
同
じ
く
、
形
式
的
に
全
体
を
献
上

し
た
う
え
で
、
実
質
的
な
経
営
権
は
あ
く
ま
で
王
族
が
留
保
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
王
族

が
所
有
す
る
入
部
と
所
封
民
か
ら
「
前
処
分
」（「
改
新
之
詔
」
第
四
条
の
仕
丁
徴
発
規
定
）
に

よ
り
新
規
に
仕
丁
を
五
十
戸
単
位
（
編
戸
さ
れ
た
標
準
戸
と
は
異
な
る
）
で
中
央
に
出
仕
さ
せ

る
こ
と
を
承
認
し
た
う
え
で
、「
自
余
以
外
、
恐
私
駈
役
」
と
し
て
出
身
母
体
と
し
て
の
屯
倉

全
体
も
あ
わ
せ
て
形
式
的
に
献
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
お
け
る
三
十
戸
単
位
の
徴

発
は
大
王
直
轄
の
屯
倉
に
限
定
さ
れ
た
慣
行
で
、
臣
下
「
所
有
」
の
子
代
入
部
、
皇
子
「
私
有
」

の
御
名
入
部
に
関
係
し
た
屯
倉
に
は
ま
だ
及
ん
で
い
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
封
戸
制
の
仕

丁
徴
発
も
本
来
は
天
皇
（
大
王
）
の
み
が
使
役
す
る
権
利
を
例
外
的
に
臣
下
に
譲
渡
し
た
も
の

と
す
れ
ば
、「
改
新
之
詔
」
に
規
定
さ
れ
た
大
王
に
よ
る
貢
納
物
以
外
の
制
度
的
な
徴
発
は
仕

丁
の
み
で
あ
っ
た
。
分
節
的
な
ツ
カ
サ
の
存
続
を
前
提
に
、
天
武
・
持
統
朝
ま
で
高
市
の
香
具

山
宮
の
よ
う
に
王
子
宮
の
実
質
が
存
続
し
た
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
実
際
は
封
戸
制

度
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
、
現
状
追
認
的
に
王
族
に
よ
る
経
営
権
を
留
保
し
、
大
王
に
献
上
し
た

仕
丁
（
入
部
）
以
外
の
私
的
な
駆
使
は
制
約
さ
れ
な
い
と
の
妥
協
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
お
そ
ら
く
「
入
部
五
百
廿
四
口
」
の
献
上
は
労
働
力
た
る
仕
丁
を
象
徴
す
る
も
の

で
、
名
目
的
に
加
え
ら
れ
た
「
屯
倉
一
八
一
処
」
の
献
上
は
貢
納
物
の
収
取
を
象
徴
し
た
と
考

え
ら
れ
る
（
拙
稿
「
貴
族
・
地
方
豪
族
の
イ
エ
と
ヤ
ケ
」
註
（
16
）
論
文
、一
九
九
〜
二
〇
一
頁
）。

（
32
）
早
川
・
鎌
田
註
（
24
）
前
掲
論
文
。
改
新
之
詔
の
本
格
的
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
だ

が
、
素
朴
な
原
詔
は
存
在
し
た
と
考
え
て
も
よ
い
が
、
大
幅
な
潤
色
が
加
わ
っ
て
お
り
、
天
武
・

持
統
期
ま
で
の
制
度
的
展
開
を
必
ず
し
も
見
通
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

（
33
）
「
甲
子
の
宣
」「
部
曲
廃
止
」に
つ
い
て
の
研
究
史
は
、村
山
光
一「
甲
子
の
宣
の「
民
部
・
家
部
」

と
天
武
四
年
詔
の
「
部
曲
」
に
つ
い
て
」
一
〜
四
（『
史
学
』
五
六
―
二
・
四
、
五
十
七
―
二
・

三
、
一
九
八
六
・
八
七
年
）
参
照
。

（
34
）
平
野
邦
雄
「
大
化
改
新
と
〝
甲
子
宣
〞」『
大
化
前
代
政
治
過
程
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
五
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
民
部
・
家
部
を
給
わ
っ
た
氏
族
は

中
央
豪
族
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、
具
体
的
な
対
象
は
甲
子
の
宣
以
降
に
忌
寸
以
上
を
賜
っ
た
氏

族
。

（
35
）
石
母
田
正
「
古
代
の
身
分
秩
序
」（『
著
作
集
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
初
出

一
九
六
三
年
）
は
「
天
武
八
姓
の
制
定
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
天
智
朝
の
対
氏
族
政
策
の
延
長

で
あ
っ
た
」
と
位
置
付
け
る
。

（
36
）
平
野
邦
雄
註
（
34
）
前
掲
論
文
も
、本
稿
と
同
じ
く
部
曲
と
食
封
の
連
続
性
を
強
調
す
る
が
、

「
冠
位
で
い
え
ば
、「
小
錦
下
位
」
以
上
、
カ
バ
ネ
で
い
え
ば
「
連
」、
後
の
「
忌
寸
」
以
上
に

あ
た
え
ら
れ
た
特
権
」（
四
三
〇
頁
）、「
原
理
と
し
て
は
、「
忌
寸
」
以
上
に
あ
た
る
氏
を
「
伴
造
」

以
上
に
指
定
し
た
」（
四
一
六
頁
）、「〝
甲
子
宣
〞
の
「
大
・
小
・
伴
造
之
氏
」
＝
「
小
錦
下
位
」

以
上
」（
四
四
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
連
と
忌
寸
の
質
的
な
違
い
が
曖
昧
で
、
二
段
階
の
改
姓

の
意
味
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
熊
谷
公
男
「
天
武
政
権
の
律
令
官
人
化
政
策
」（『
日
本

古
代
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）
は
、
天
武
十
一
年
以
降
に
新
氏
上
制
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
自
身
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
う
す
る
と
な
ぜ
「
八
色
の
姓
」
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に
さ
き
が
け
て
、
旧
姓
の
枠
組
み
を
残
す
一
斉
連
姓
賜
与
が
実
施
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
が

残
さ
れ
る
。

（
37
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
九
年
正
月
甲
申
（
一
人
）、
同
十
年
正
月
丁
丑
是
日
（
一
人
）、
同
四
月

庚
戌
（
十
四
人
）、
同
十
年
十
二
月
癸
巳
（
二
人
）、
同
十
一
年
五
月
甲
辰
（
一
氏
）、
同
十
二

年
九
月
丁
未
（
三
八
氏
）、同
十
月
己
未
（
十
四
氏
）、同
十
三
年
正
月
庚
子
条
（
二
氏
）。
な
お
、

前
半
の
四
条
で
は
個
人
に
対
し
て
、
後
半
の
四
条
は
氏
に
対
し
て
も
の
で
あ
る
。
前
半
の
個
人

対
す
る
賜
姓
に
比
較
し
て
、
後
半
の
氏
全
体
に
対
す
る
改
姓
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
合
計
で
五

五
氏
に
及
ぶ
。

（
38
）
阿
部
武
彦
『
氏
姓
』
至
文
堂
、
一
九
六
〇
年
、
七
一
頁
。

（
39
）
阿
部
武
彦
「
天
武
朝
の
族
姓
改
革
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
一
三
四
、一
九
五
九
年
）、

二
〇
頁
。

（
40
）
阿
部
註
（
33
）
前
掲
論
文
、
一
七
頁
。『
日
本
書
紀
』
天
武
三
年
三
月
丙
辰
条
に
は
「
小
錦

以
上
大
夫
等
」
に
銀
を
下
賜
し
、
同
五
年
正
月
癸
卯
条
に
は
高
市
皇
子
以
下
、「
小
錦
以
上
大

夫
等
」
ら
に
衣
服
を
下
賜
、
同
丙
午
条
に
は
「
小
錦
以
上
大
夫
等
」
に
禄
を
下
賜
、
同
八
月
丁

酉
条
に
親
王
以
下
、「
小
錦
以
上
大
夫
」、
皇
女
・
姫
王
・
内
命
婦
等
に
食
封
を
給
っ
た
と
あ
る
。

こ
の
時
期
に
、
小
錦
以
上
の
大
夫
と
い
う
身
分
が
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
41
）
笹
川
進
二
郎
「
甲
子
の
宣
の
研
究
」（『
立
命
館
文
学
』
三
六
二
・
三
合
併
号
、
一
九
七
五

年
）。
な
お
、
こ
の
連
姓
は
八
色
の
姓
に
つ
い
て
「
詔
曰
、
更
改
二
諸
氏
之
族
姓
、一
作
二
八
色
之

姓
、一
以
混
二
天
下
万
姓
。一」（『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
十
月
己
卯
条
）
と
あ
る
こ
と
を
重
視

す
る
な
ら
ば
、「
諸
氏
之
族
姓
」＝
旧
姓
を
改
め
た
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。
古
い
臣
・

連
姓
を
有
す
る
階
層
が
支
配
層
＝
大
夫
で
あ
っ
た
と
す
る
幻
想
に
、
伴
造
層
を
含
め
る
こ
と
に

意
義
が
あ
り
、
そ
の
基
盤
の
う
え
で
天
武
四
姓
が
架
上
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
42
）
な
お
、『
日
本
書
紀
』
天
武
九
年
正
月
甲
申
条
に
個
人
に
対
す
る
改
姓
記
事
と
し
て
忌
部
首

首
に
連
姓
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
同
天
武
十
三
年
十
二
月
己
卯
条
に
は
「
忌
部
連
」
に
対
し

て
宿
禰
姓
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
を
含
め
て
重
複
し
て
数
え
れ
ば
、
真
人
十
三
氏
・

朝
臣
五
二
氏
・
宿
禰
五
十
氏
・
忌
寸
十
一
氏
・
連
五
六
氏
の
合
計
一
八
二
氏
と
な
る
が
、
連
と

宿
禰
の
重
複
四
氏
、
連
と
忌
寸
の
重
複
十
氏
を
引
け
ば
、
一
六
八
氏
と
な
る
。

（
43
）
石
母
田
正
「
日
本
の
古
代
国
家
」（『
著
作
集
』
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
初
出

一
九
七
一
年
）
は
、「
民
部
・
家
部
の
給
与
は
、
間
接
に
は
令
制
の
食
封
制
の
原
初
形
態
を
な
し
、

直
接
に
は
天
武
五
年
の
新
し
い
食
封
制
の
前
段
階
を
な
す
」（
一
六
三
頁
）
と
評
価
す
る
。

（
44
）
石
母
田
註
（
43
）
前
掲
書
で
は
、
す
で
に
甲
子
の
宣
の
段
階
で
「
大
氏
・
小
氏
と
伴
造
等
と

の
区
別
は
、
民
部
・
家
部
の
賜
与
に
あ
ず
か
り
得
る
氏
族
と
、
そ
う
で
な
い
氏
族
を
明
確
に
し

た
も
の
と
み
ら
れ
」（
一
六
三
頁
）
と
想
定
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
豪
族
の
和
気
氏
に

も
家
部
が
認
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
史
料
表
現
に
よ
る
限
り
伴
造
に
の
み
民
部
・
家
部
が
与
え

ら
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
民
部
・
家
部
は
「
伴
造
等
之
氏
」
に
も
与
え
ら
れ
、
小
錦

位
以
上
の
大
夫
に
対
す
る
食
封
と
の
身
分
的
ね
じ
れ
が
天
武
期
に
政
策
的
問
題
に
な
っ
た
と
考

え
る
。

（
45
）
拙
稿
「
蔭
位
授
位
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
」（『
古
代
王
権
と
官
僚
制
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇

〇
年
、
初
出
一
九
八
九
年
）
に
お
い
て
、「
天
皇
は
令
制
前
の
マ
エ
ツ
ギ
ミ
層
に
つ
な
が
る
五

位
以
上
の
貴
族
子
弟
の
プ
ー
ル
か
ら
自
己
に
都
合
の
よ
い
執
政
的
貴
族
を
選
択
し
て
配
置
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
一
八
六
頁
）、
前
提
に
は
さ
ら
に
、
階
層
と
し

て
の
「
伴
造
等
」
ま
で
を
含
め
た
、
拡
大
し
た
大
夫
層
と
い
う
母
集
団
か
ら
、
実
際
に
五
位
以

上
に
叙
位
さ
れ
る
忌
寸
以
上
が
選
ば
れ
る
と
い
う
同
様
な
王
権
側
の
選
択
が
存
在
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

（
46
）
井
上
光
貞
「
庚
午
年
籍
と
対
氏
族
策
」（『
著
作
集
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
、
初
出

一
九
四
五
年
）。
関
係
史
料
に
つ
い
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
編
年
史
料
集
稿
』
四
、

一
九
七
八
年
、
八
二
〜
九
二
頁
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
年
九
月
条
九
月
甲
辰
条
に
「
詔
曰
、
凡
諸
氏
、
有
二
氏
上
未
一レ
定
者
、

各
定
二
氏
上
、一
而
申
二
送
于
理
官
一
」
と
あ
る
の
を
参
考
に
す
れ
ば
、
理
官
が
管
理
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
山
尾
幸
久
「
甲
子
の
宣
の
基
礎
的
考
察
」（『
日
本
史
論
叢
』
三
、一
九
七
三
年
）。

熊
谷
公
男
「
治
部
省
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』
八
八
―
四
、一
九
七
九
年
）
は
氏
族
系
譜
と
推

測
す
る
。

（
48
）
笹
川
註
（
41
）
前
掲
論
文
。
山
尾
幸
久
「
七
世
紀
前
半
の
国
家
権
力
」（『
日
本
史
研
究
』

一
六
三
、
一
九
七
六
年
）。
熊
谷
註
（
36
）
論
文
。

（
49
）
な
お
、「
詔
、
定
二
諸
国
国
造
之
氏
。一
其
名
具
二
国
造
記
一
」（『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
四
月
庚

戌
条
）
と
あ
る
の
は
旧
来
の
国
造
と
は
異
な
る
一
国
一
国
造
と
さ
れ
た
新
国
造
の
段
階
。

（
50
）
山
尾
幸
久
『
カ
バ
ネ
の
成
立
と
天
皇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
二
四
六
頁
。

（
51
）
浅
野
啓
介
「
庚
午
年
籍
と
五
十
戸
制
」（『
日
本
歴
史
』六
九
八
、
二
〇
〇
六
年
）。な
お
、「
背
」

を
こ
こ
で
は
紙
背
と
理
解
し
た
が
、
滋
賀
県
湯
之
部
遺
跡
出
土
木
簡
の
よ
う
な
代
本
板
状
形
態

に
よ
る
管
理
を
想
定
す
れ
ば
、
そ
の
「
背
」
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
。

（
52
）
早
川
庄
八
註
（
13
）
前
掲
論
文
。

（
53
）
山
尾
幸
久
註
（
50
）
前
掲
書
、
二
一
五
〜
二
二
五
頁
。

（
54
）
北
村
文
治
註（
28
）前
掲
論
文
、山
尾
幸
久『
日
本
国
家
の
形
成
』（
岩
波
新
書
、一
九
七
七
年
）、

浅
野
啓
介
註
（
51
）
前
掲
論
文
。

（
55
）
『
令
集
解
』
考
課
令
61
「
大
弐
已
下
条
」
所
引
古
記
に
は
、
国
司
が
部
内
の
「
国
造
・
郡
司

等
譜
第
」
を
管
理
し
て
い
た
と
あ
る
。
ま
た
「
弘
仁
式
部
式
」
に
は
郡
領
の
式
部
試
練
の
場
で

「
譜
第
」
を
申
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、「
甲
子
年
諸
氏
系
譜
」
の
地
方
豪
族
版
に
相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
56
）
拙
稿
「
七
世
紀
後
半
の
領
域
編
制
―
評
と
大
宰
・
総
領
―
」（『
日
本
歴
史
』
七
四
八
、
二
〇

一
〇
年
）。
こ
の
史
料
が
五
十
戸
一
里
制
の
起
源
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
こ
と
や
領
域
的
再
編

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。

（
57
）
拙
稿
「
皇
子
宮
の
経
営
」（『
古
代
王
権
と
都
城
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九

九
三
年
）、
同
「「
長
屋
王
家
」
の
家
産
と
家
政
機
関
に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
報
告
』
一
一
三
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
58
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
四
年
二
月
己
丑
条
。

（
59
）
若
月
義
小
「
食
封
制
の
再
検
討
」（『
立
命
館
文
学
』
五
〇
四
、
一
九
八
七
年
）。

（
60
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
八
年
八
月
己
酉
条
。

（
61
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
閏
四
月
丙
戌
条
。

（
62
）
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
年
正
月
甲
辰
条
。

（
63
）
市
川
理
恵
「
京
戸
に
関
す
る
一
試
論
」（『
日
本
古
代
の
京
職
と
京
戸
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
九
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
）。

（
64
）
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
七
月
壬
辰
条
。

（
65
）
同
祖
で
は
あ
る
が
厳
密
に
は
「
手
繦
連
丹
比
連
・
靭
丹
比
連
」
と
「
丹
比
新
家
連
」
は
系
統

が
異
な
る
の
で
、
い
つ
宿
禰
姓
を
与
え
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
66
）
草
壁
皇
子
宮
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
嶋
宮
は
こ
の
段
階
で
は
収
公
さ
れ
て
離
宮
化
し
て
い
る

の
で
、
高
市
皇
子
宮
（
北
宮
）
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
（
拙
稿
「
古
代
の
行
幸
と
離
宮
」

『
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
』
一
九
、
二
〇
〇
三
年
）。
な
お
、
定
裕
美
「
皇
子
命
宮
の
飼
丁
に

関
す
る
一
考
察
」（『
日
本
歴
史
』
六
八
三
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
嶋
宮
が
律
令
制
初
期
に
公
的

な
「
皇
子
命
宮
」
と
し
て
管
理
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、
そ
の
名
称
は
前
代
的
で
あ
り

（
親
王
家
と
東
宮
に
二
極
分
解
す
る
以
前
の
段
階
）、
名
目
的
な
継
承
者
と
し
て
首
皇
子
を
想
定

す
る
と
し
て
も
東
宮
ま
た
は
官
奴
司
な
ど
に
編
入
す
れ
ば
よ
く
、
律
令
制
段
階
に
お
い
て
は
公

的
に
位
置
付
け
に
く
い
こ
と
、
宮
の
主
人
と
し
て
高
市
皇
子
に
対
す
る
長
屋
王
の
よ
う
な
明
確

な
継
承
者
が
指
摘
で
き
な
い
こ
と
、
か
ら
従
い
に
く
い
。

（
67
）
拙
著
『
女
帝
の
世
紀
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。

（
68
）
拙
稿
「
古
代
の
行
幸
と
離
宮
」（『
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
』
一
九
、二
〇
〇
三
年
）。
具
体

的
に
は
、
第
一
に
唯
一
の
皇
位
継
承
予
定
者
た
る
皇
太
子
の
「
東
宮
」
と
親
王
の
「
家
」
に
名

称
の
う
え
で
区
分
す
る
こ
と
。
第
二
に
は
天
皇
に
の
み
奉
仕
す
る
官
人
見
習
い
と
し
て
大
舎
人

を
創
出
し
、
東
宮
以
外
の
親
王
家
従
者
の
人
数
を
制
限
し
、
そ
の
名
称
も
「
舎
人
」
か
ら
「
帳

内
」
へ
と
名
称
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皇
子
宮
へ
の
舎
人
奉
仕
の
伝
統
に
制
限
を
加
え
る
こ

と
。
第
三
に
、
山
沢
・
嶋
浦
・
林
野
・
池
な
ど
の
収
公
、
封
戸
所
在
国
の
変
更
お
よ
び
収
公
、

嶋
・
春
日
・
広
瀬
・
飽
波
・
奄
治
な
ど
の
宮
（
村
）
奴
婢
の
収
公
に
よ
る
官
奴
婢
と
し
て
の
集
約
、

な
ど
に
よ
る
王
族
家
産
の
制
限
。
第
四
に
、
王
族
に
対
す
る
拝
賀
の
礼
の
制
限
、
吉
野
で
の
天

智
系
を
含
む
六
皇
子
の
誓
約
、
王
族
へ
の
叙
位
開
始
な
ど
に
よ
り
、
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
の
強

制
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
政
策
と
連
動
し
て
、
皇
子
宮
の
離
宮
化
ま
た
は
廃
絶
化
が
進
行
す

る
。
す
な
わ
ち
、
京
外
に
所
在
し
た
皇
子
宮
に
起
源
す
る
春
日
宮
・
飽
波
宮
・
広
瀬
宮
・
嶋
宮

な
ど
を
廃
絶
ま
た
は
天
皇
の
離
宮
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
京
内
へ
の
王
族
の
集
住
を
促
し
、
集

積
さ
れ
た
家
産
と
家
政
機
関
を
前
提
に
宮
内
省
や
中
務
省
が
成
立
す
る
。

（
69
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
八
年
七
月
丁
未
条
。

（
70
）
『
日
本
書
紀
』
持
統
五
年
四
月
辛
丑
条
。

（
71
）
吉
田
晶
『
日
本
古
代
社
会
構
成
史
論
』
塙
書
房
、
一
九
六
八
年
、
三
一
六
頁
。

（
72
）
吉
村
武
彦
「
倭
国
と
大
和
王
権
」（『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
二
、岩
波
書
店
、一
九
九
三
年
）。

（
73
）
拙
稿
「
皇
子
宮
の
経
営
」（『
古
代
王
権
と
都
城
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出

一
九
九
三
年
）。

（
74
）
『
日
本
書
紀
』
元
年
五
月
是
月
条
、
同
六
月
甲
申
是
日
条

（
75
）
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
―
飛
鳥
池
・
山
田
寺
木
簡
―
』
一
解
説
、
二
〇
〇

七
年
、
六
四
号
。
部
曲
の
廃
止
後
に
新
た
に
置
か
れ
た
、
皇
女
（
内
親
王
）
宮
は
、
独
自
の
隷

属
民
を
有
さ
な
い
た
め
、
飛
鳥
池
の
工
房
か
ら
金
属
製
品
を
取
り
寄
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
76
）
鬼
頭
清
明
『
律
令
国
家
と
農
民
』
塙
書
房
、
一
九
七
九
年
。
舘
野
和
己
「
律
令
制
の
成
立
と

木
簡
」（『
木
簡
研
究
』
二
〇
、一
九
九
八
年
）。

（
77
）
拙
稿
「
額
田
部
の
系
譜
と
職
掌
」（『
古
代
王
権
と
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
、

初
出
二
〇
〇
一
年
）、
同
註
（
7
）
前
掲
論
文
。

（
78
）
吉
川
真
司
註
（
11
）
前
掲
論
文
、
市
大
樹
前
掲
註
（
11
）
論
文
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

（
二
〇
一
二
年
四
月
一
〇
日
受
付
、
二
〇
一
二
年
七
月
二
三
日
審
査
終
了
）
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The Formation Process of the Subject System in the Second Half of the Seventh
Century

NITO Atsushi 

The subject of this paper is a study of the maintenance processes of subject systems in the second half of the

seventh century. This corresponds to the period of transition from the ancient regional administration system to the

province-district system established at the start of the eighth century.

The gojikko system that established bemin groups as parent organizations was not necessarily named as such. 

Rather, the miyake system of the unnamed gojikko system was organized on the premise of human groups such 

as regional administrators and people from overseas. There is no simple argument to the effect that the unnamed

gojikko system was intrinsically regional. Also, the gojikko system had strong characteristics in terms of its taxation

units, an understanding of the entire population as under the Ritsuryo system was as yet unnecessary, and the multi-

layered administrative properties of the council and gojikko system were weak.

Policy in the Taika Period declared the idea of having a nation comprising the “koshiro” and “shinabe” positions 

mixed in with the “kakibe” position in relation to free use of the onogatami (kakibe position) by powerful families and 

their awareness of the present conditions. However, specific policy only covered “nationalization” by presenting civil 

servants from the koshiro position, and bringing the “kakibe” powerful families under the Emperor's rule was delayed

until the establishment of kakibe/yakabe in the Tenji Period, the content of which was limited to a quantitative

understanding, going as far as taxes imposed on each type of civil servant and each house (men), enabling transition

to a subject system with abolition of the kakibe position from the Tenmu Period without drastic changes to royalty,

powerful families and controlled interests.

By means of the kasshinosen reform, the central family “Kasshinen genealogy” was established, and the kakibe/

yakabe of the Daishi/Shoushi and Tomo no miyatsuko, etc. equating to the kakibe position were compiled by family

and dealt with together in the kougonenjaku census. By excluding central/regional composition by family, there was a

dual composition of the gojikko system as a taxation unit, and this was an insufficient stage for regional houses.

In the kougonenjaku census, exceptions of the gojikko system for the nationalized former bemin/miyake system

people were not only central/regional families, but also covered the Ouji Palace, temples and shrines, etc. that had 

been imposed with the same kind of obligatory burdens in the construction of a wartime regime after the Battle of 

Hakusukinoe.

Key words: gojikko system, subject system, kasshinosen reform, kougonenjaku census, kakibe position


